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内 容

コレジ菌、腸チフス菌、赤痢菌等の腸内菌伝染病原体の培養検査ゝウイダ"ル反応

及びフイルフエリツクス反応等の血清反応検査

結核菌、淋菌、髄膜::た菌、溶連菌等の培養検査、各種組菌の抗生物質耐性試験

沿毒殺菌薬の効力試験

ウイルス・ リケツチア等の検査

」諷腱L。
畿鮨
ヨ 罠

糸田

菌

1検

査

品  /
洋 1 梅毒血清反応検査

基 t 日本脳::た、発疹チフ
ス等の補体結合反応

寄
生
虫
検
査

寄生虫、原虫、衛生昆虫の検査

駆虫薬、殺虫薬の効力試験

衛生動物に関する検査、研究

牛乳及び乳製品の検査

水道水、井水、環境衛生に関する細菌検査

鮮魚、食肉及びその製品の細菌検査

獣疫検査。

酒精含有飲料、清涼飲料水、甘味料、調味料、 )脱罐詰類、食品玩具、油脂、膨脹

剤、着色料、小麦粉及び澱粉其の他の化学試験検査

食品衛生法第 14条における製品検査

井水、水道水、工業用水の水質化学試験

工場、炭坑排水による附近井水の汚染検査

改良便所、下水処理に関する検査

基気塵埃、照度等の検査

E薬品劇毒物、化粧品等の検査
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第 二号 駿 行 に よせ て

研究所報も第二巷を発行することになつた。過去一年の研究所の業蹟は伝染病関係の業務に

追われることがやは り多い実情にあつたが、それでも吾々の仕事が少しすつ地について来たも

のと信じている。

多忙であつた赤痢、結核の実態調査の外、28年度も再び各季 t′
⊂県下炭坑での水系赤痢集団発

生が見 られたが、研究所の新しい仕事としては、InfluenZaの流行に際しての調査とウイルス

の分離で、幸に病毒分離に成功しウイルス研究への一歩を踏み出す機会を持つ事が出来た。

又 PrOteuSに よる食中毒の例も、吾々の検査の成績は誤 りないものと信じている。

大における LeptOSpiraの研究は農学関係では相当くわしい研究が行われているが幅岡は

■eptOSpiraに はゆか りの地であり、この方面の仕事をすすめるのも澤高岡の研究所の使命の一

つであろうかと信する。

環境衛生の陣容の強化は、かねての吾々の懸案であるがこれは県予算との関係もあつて早急

には望めない。しかし除々に新 しいスタツフを加え備品の整備と相候つて、調査、研究の業蹟

をあげつつある。

温泉分析も本年度から手をつける事が出来る運びとなつた。

筒研究所の予算については吾々は真剣に工夫している。

手数料も一部改正し、又県財務当局の正しい認識と理解をうる事に務めている。日本経済の

深刻な現状から見れば荊棘の道は吾々研究者の当然 うくべき運命かもしれないが、しかし研究

所の発展に対しては、吾々は奮起こそすれ、少しも悲観していないのが実状である。

最後に昭和 28年 中における当研究所の大きな動きの一つは小野前所長が、一身上の都合に

より退職さりiЪた事であろう。 小野所長は昭和 19年、当研究所の前身、市冨岡県衛生試験所時代

に就任されて以来一時、その任を離れられた事もあつたが、殆んどその全期間専心研究所の質

的、量的向上に努められて、顕著な業績を残され、当研究所の産みと育ての親の一人に数えら

れる方である。

先生の御発展を所念して止まない。

斯様に専任の所長を失つても衛生生物科長に新任の住江技師を加えることが出来てそれぞれ

の部所を守る所員の心からなる努力の結晶がこの第二巷を生み出したものと了解していただき

度い。

昭 和 28年 12月

ノII  _上 ハ 馬



I昭 和 28年 度 歳 入歳 出豫算

歳

科 目

衛 生 研 究 所 手 数 料

雑   収   入
純     県    費

入

:_ロ

ト1‐■

目

４
　
．
．　
　
　
ｏ
　
　
　
「

ワクチン売払代

科 備 考

I 幅岡県衛生研究所手数料條例

蘭岡県条例第 76号 (昭和 24年 10月 1日 )

滑革 昭和 27年 1月 12日 条例第 9号、 4月 1日 第 29号、28年 4月 1日 第 31号、改正。

1高岡県衛生研究所手数料条例を、次のように制定する。

市高岡 県 衛 生 研 究 所 手 数 料 条 例

第一条 渾高岡県術生研究所が行 う試験又は、検査をうげようとする者は、別記様式第一号による依頼書

にこの条例で定める手数料を添えて所長を経て知事に申請しなければならない。

第二条 手数料は「 健康保険法及びチ]:告員保 l'灸法の規定による療養に要する費用の額の算定方法」 (昭和

18年厚生省告示 第 66号)に より算定した額の百分の八十とする但し左に掲げる場合の料金は、次の

とお りとする0

- 寄生虫検査 (集卵法)
二 殺虫殺鼠剤等の効力試験

員

　

　

耗

材

生衛

吏

給

職

旅

賃

消

燃

食

印

光

通
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修

備
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費

費

費

費

費

費

料

料

費

費
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本

　

搬

究

　

　

手

　

　

品
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
料

員

　

　

　

　

　

料

糧

製

　

運

数

繕

品

9,920,400

300,000

1,888,300

備

一件につ き

考

三 十 円
二 十 円 |

昭 和 28年 度 予 算 額

昭和 28年 度 予算 額

129108,700

1,916,400

2,523,000

2,904,000

204,800

12.500

988,600

367,800

20,000

868,500

623,300

87,400

103,000

179,400

900,000

410,OCO
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三 化 学 的 試 験

(イ )医薬品の薬用適否試験
(口)飲食物、飲食用器具著色料
化粧品の衛生上適否試験

四 酒類及び酢の定量分析
ロ バン、菓子、砂糖、蜜、水餘類の定量分析
(へ)肉類及び味計曾類の定量分析
(卜)石鹸類の定量分析
切 l温泉及び鉱泉の療養適否試験

{り)温泉法施行に基 く温泉の定量分析
(ヌ)下水及び排水の試験
(ノリ 飲食物嗜好品中の人工甘味料及び保存料並びに漂白料の定性分析

一成分につき

0 飲食物嗜好品中の人工甘味料及び保存料並びに漂白料の定量分析

0 食用油指、バター、人造バター、乳製品等の衛
生上適否試験

(力)アルコール飲料中のメタノール試験
(ヨ)水及び氷雲の飲料適否試験化学的試験
四 水食品等の細菌学的検査
五 駆虫薬の効力試験
六 環境衛生試験

1 室内の温度条件に関する測定
И)気温、気圧、風速、輻射熱、照度、紫外線測定
{口)冷却卒感党温度測定
2騒 音 測 定
3 室気の浄汚染に関する測定
(イ )換 気 量 測 定
(口)換 気回数測定
4 じんあい測定
(イ )じんあい粒子の大きさ、じんあい粒子獅曖貝I定
(口)じんあいの定性分析

一件につ き

各一件につ き

円

　

円

円

円

円

円

円

円

円

百

　

百

百

百

百

百

百

千

百

四

　

三

四

六

四

四

五

五

六

三 百 円

三 百 円

四 百 円
三 百 円
三百五十円

三百五十円

三 千 円

セ
　
ｔ
ヽ

・

■

１
　
で
ヽ

円

円

円

十

十

十

三

四

五

各一件につ き

円

円

百

百

五

五

い じんあいの定量分析

5 室気中の一酸化炭素の測定
6 室気中の炭酸ガスの測定
7 室気中のその他のガスの測定
8 住宅、工場、事務所、店舗、校合等建築物の環境衛生試験
但し、坪数構造共の他を考慮して所長が定める。

9 被服材料の検査
(イ 1 表面積、比重、含気量検査
(口)吸温性放温性検査
ビ`
' 含
水量、吸水量検査

0保 温 性 検 査
{ホ)汚 染 性 検 査
10 前各号以外の試験検査

各一件につ き

一成分につ き

一成分 を増すごと

一成分につ き

一成分 を増すごと

一件につ き

各一件につき

五 十 円
百   円
に 四十円
百 七 十 円

に 七十円
百 四 十 円

三 百 円
三 百 円
二千円以内

円

円

円

円

円

費

十

十

十

十

十

五

五

五

三

二

実

″

″

″

″

-2-一



七 診断用免疫血清 (10倍にうすめたもの)
八 培  養  基
1 普通培養基 (普通寒天ヴイヨン、ベブトン等)
2 B.T.B.又は遠藤氏培養基
3胆 汁 培 養 基
4 特殊培養基 (結核菌、淋菌其の他)

九 容器滅菌手数料
1試 験 管 滅 菌
2 シヤーレー滅菌
十 文書料 (検査成績書再交付、鑑定書、証明書交付)

一 C.C.に つ き  五 十 円

一箇につき

一本につき

一件につき

円

円

円

円

十

十

十

十

二

四

三

五

円

円

円

五

十
　
十

十

五
　
五

瓦斯類製造品又は天然産物若 しくは前項第二号の物品の含有成分のうち特に一成分又は一成分

以上を指定して試験を依頼する者は定性分析にあつては一成分につき金七十日、一成分を増すご

とに金四十円を、定量分析にぁつては一成分につき金百四十円、一成分を
―
増すごとに金七十円を

徴収する。

第三条 知事は特別の事由があると認めたときは、手数料を減冤することができる。

手数料の減免をうけようとする者は別記様式第二号による手数料冤除 (減額)申請書を提出し知事

の承認をうけなければならない。

第四条 現に納付 した手数料は還付しない。

第五条 試験又は検査のために職員の出張を申請する者は本県所定の旅費及び用具の運搬費、其の他の

実費を負担 しなければならない。

別記 様 式 第 一号 附   則

この条例は公布の日から施行する。

昭和十年六月而岡県条例第七号衛生試験手数料

条例及び昭和三十四年四月11菖岡県条例第二十号祠

岡県衛生検査手数料条例は廃止する。

試 li灸 依 頼 書   No.

依 頼 者 住 所

依 頼 者 氏 名

品     名
試 験 の 目 的

採 取 年 月 日

提 出 月 日

備    考
(1)採取製造年月日必要なきものは省略するこ
とができる。

② 必要と指示されたときは製法書を添付する
こと。

０
別
記
機
式
第

二
号

申

　

請

　

者

-3-
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依 頼 者 住 所

依 頼 者 氏 名
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備
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的

名

日

日

考

目

氏

月

月

年

年

査

者

取

病

年 令

中

請

年

月

日

申 請 理 由
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料
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除
減
額
中
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書
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氏

名
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Ⅲ 昭 和 28年 稔 査 一 覧 表

検    査

糞 便 培 養

血 液 検 査

査

査検

合
〈
チ

属

計

属

菌ラ
菌

ネＥ

，ト

痢

Ｊ

ノ
、

赤

サ

種

染  色  鏡
培   養
」ヽ

目

検  検  査
検   査
計

(昭和 28年 ■月～ 12月 )

検 査 件 数

総 検 査 件 数

20.248

17,830

38,078

873

873

３

一

３

淋 菌 検 査

結 核 菌 検 査

日 本 脳 炎 検 査

原 虫 検 査

マ

赤

ラ   リ   ヤ
ア  メ ー  バ

一
口

痢

だ

８９

２６

一

１５

一

一　
一

血 液 胆 汁 培 養 検 査
ウ イ ダ ー ル 反 応 検 査
フイルフエリツクス反応検査

イヽ       言十

染  色
培   養
イヽ

査

査

検

　

十

・ヽヽ
検
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Ⅲ 検 査、 研 究 業 績

A.病 原 微 生 物

1.浦毒薬の殺菌効力試験について

昭和 28年に於ける沿毒薬の殺菌効力試験依頼件数は、27件で、うち、ベンゾール系薬剤を主成分と

するものは 25件で、 2件は逆性石鹸を主成分とするものである.試験依頼者は、全部地元の沿毒薬メ
ーカーで、沿毒薬の効力向上の為の研究的目的を持つものが多 く、一部は、代用沿毒薬指定願の為の予

備試験である。 (坂本さつき、高橋克己)

2。 電子オブン殺菌灯の殺菌効 力試験について

近時室内室気の浄化に電子オゾン殺菌灯の使用が行われているが、昨年中当所に此の殺菌効果につい

ての試験依頼が 3件ぁったので、以下その成績について簡単に述べる。

i.室内の空中浮騰細菌に対する殺菌効力試験

被検室は約 6坪の鉄筋洋室 (事務室、常時勤務員 8名、窓閉鎖、出入可成頻般でドアーはその都度開

閉する、オゾン殺菌灯B型装 i:壁)で杢中落下細菌数測定法により電子オゾン殺菌灯の室内笙中細菌に対
する殺菌効力を観察したが、その成績は点灯前に比べると点灯後 2時間で室中細菌 |′ま約シう～シ色に減少

し、それより除々に綬慢な減少を続け7時間後には約み′1に なつていた。

ii.結核菌に対する殺菌効力試験

小川干板培地上に塗抹された結核菌青山B株を、電子オゾン殺菌灯の直下 20～ 30Cmの距離で作用
させて後培養し、その集落発生状況を観察すると、作用時間 3時間迄は発生集落数が対照に比べ階段的

に減少するが 4時間以後は集落の発生を認めなかつた。

�。白癬菌 (TriChOphytOn)に対する殺菌効力試験

試験依頼者より提供された電子オゾン殺菌灯と装置した理髪器具治毒器中に於いて、日本小芽胞菌を

サプロー千板培地に塗抹し、殺菌灯に作用させて後培養 し、菌の集落発生状況を見ると、作用時間 6時

間で菌の集落発生はやゃ抑制されその後時間の経過と共に集落数の減少を見るが24時間後には全 く該菌

集落の発生は認められなかつた。            (坂 本さつき、高橋克己、伊藤誠之助)

3.結核菌検査成績について

昭和三十八年一月より十二月に至る一ケ年間に於ける結核菌検査は総検査 件数 2209件で、うち培養
試験検査件数 1616件 、顕微鏡検査件数 593件である。

培養試験は小川氏法に依る小川培地を使用した。培養件数 1616件中陽性 227件 (14.05%)の成績
を得た。

此の培養成績判定は四十日間観察し、その陽性度は

(+)… ……培地 2本の集落合計が 1～ 20個のもの
(+)………培地 2本の集落合計が 21～ 50個のもの
(冊 )………培地 2本の集落合計が 51～ 100個のもの
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(冊 )………培地 2本の集落合計が 101個以上のもの

に依 り表し、各陽性度別に分けると下記に示すとお りであ る。

`性 .度 0 0 側) ←‖D ::11ハ

陽 性  件
百   分

数

比

78

34.36フ
`′

29

■2.77フび
|

18

7.92フび 44。93%

顕微鏡検査は主として、チール 。ガベツト氏法を用い一部はチール・ネルゼン氏法を以つて染色鏡検

を試みて鏡検件数 593件中陽性 91件 (15.35%)の 成績を得た。

此の鏡検陽性度を「 ガフキー氏表」で分けると次表の如 くである。

上記培養試験及び顕微鏡検査の依頼者は主として開業医よりのものが大部分で、その他は個人依頼の

もの及び各事業団体よりの検査依頼で占めている。

その他結核菌染色及び鏡検検査法の改良について松岡氏法に依る結核菌染色法及び螢光顕微鏡法を一

部使用検討中である。

何県下保健所に於ける結核菌堵養に使用する培地及び耐性試鹸用培地は当研究所に於いて一括作製交

付し、本年内に於ける培養基交付数量は8,936本で月平均 745本 宛の培地を交付してきた。

其の他にストレプトマイシン及びパス等抗生物質及び化学療法斉」の雨性試験も依頼に応じて実施して

いるがその成績については別項に述べる。        (坂 本さつき、西見保之、夕藤誠之助)

4。 結核菌の抗結核剤耐性試験成績について

,近時結核菌検査法に於いて重要な項目の一つは、分離菌の耐性試験である。当研究所に於いては分離

結核菌の定量的耐性試験を行つているが、昭和三十八年一月より十二月までに行つた成績は次の通 りで

ある。

i.実 験 方 法

a)供 試 薬 剤

薬剤としては「 ストレプト
マイシン、パス、チビオン、イソニコチン酸ヒドラジド」の各薬剤

を使用した。

b)使 用 培 地                 ｀

耐性試験に使用した培地は、Kirchner培地を主として用い一部は小川培地を使用し、之れに上

記薬剤を各濃度別に適量含有せしめた。

耐性試験方法としては、小川培地に分離保存せられた菌92株 を型の如く、磨碑
コルベン手振法により

菌浮滋液として耐性試験培地に、各 0。 lmgを接種した。

ii.成 績 制 _定

成績牛ll定は4週間培養後行なつた。結核菌の薬剤耐性価は対照培地と、薬剤含有培地を比較し、対照

培地とほぼ同様な発育をした薬剤含有培地の合有量を、それぞれ
の菌の抗結核剤に対する耐性価として

表わした。
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ili.実 験 成 績

次表に示す成績を得た。自|]ち分離結核菌のストマイ耐性を見ると、被検 86株中、10rた。C.以上の耐性

を示すものは、10株 (11.6%)で 、76株は非耐性株であつた。
パスでは 10rたC.以上の耐性株は、被検 86株中4株 (4.6%)である。チビオンは 10rノ C.CO以上耐性

株は被検 21株中の 1株 (4。 8%)、 イソニコチン酸ヒドラジドには耐性株は認められなかつた。

分 離結 核 薗 の抗結 核 剤 に対 す る耐 性試 験 成 績

＼、 薬剤濃皮
薬�＼件教ヽ
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I r ic.c
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|
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% 9。

件 数 7

39.5% 39.5%| 4. 5

ll 2 2
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■6
|
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|
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iV.考 察 と 総 括

此の実験成績は、実験例が少 く、且被検結核分離株が主として開業医又は直接患者の喀痰検査依頼に

よるものが多いので、分離株の個々について、その患者の臨床所見及び淮療面を追求する事が困離な実

状にあるので、それ等との関連性に於いて此のデーターの意義を論じる事は出来ないが、当研究所の様

な性格のラボラトリ.― の分離結核菌株の耐性を示す一つのデーターとしては検討され得ると思う。巳口ち

ストマイ耐性については、耐性卒 11。 6%は 結核療養所等の耐性卒に比べるとやや低いのではないかと
思われる。バスについても同様な事が云われる。チビオン、ヒドラジドは実験例が特に少いので明確な

事が云えないが耐性株は非常に少いと思われる。  (坂 本さつき、高橋克己、西見保之、伊藤誠之助)

5。 昭和 28年 に於ける赤痢検査成績

昭和 28年 1月 ～12月 に於ける当研究所の赤痢菌検査総件数は 20,248件で、うち赤痢菌陽性件数は 873

件 (陽性卒 4.3%)で あるが、之を昭和 27年の総検査件数 38,818件 、うち陽性件数 2,166件 (陽性卒
5。 6%)に 比較すると検査件数に於いて 18,5°70件 (47.8%)の 減少になる。之は主として保健所に於
ける細菌検査関係施設の充実により、当研究所の直接此の面にタツチする分野が減少した為と、大水害

があつたにも拘らす 昭和 28年はその前年に比し、赤痢発生数が減少しているからである。

次に、分離赤痢菌の菌型について観察すると、次表の様になる。自i]ち昭和 27年に於ては Sheflexneri

2a。 (■6.3%)Sheflexneri 2 b.(46。 4%)と 両者は殆んど同等の分離卒であつたが 昭和 28年では 2a
(17。8%)2b(73。 9%)と 2bの著明な増加が指摘される9之 は同年中に嘉穂郡山田町と鞍手郡小竹町に
於いて水系爆発赤痢の三大集団発生があり何れも原因菌が Sh.flexneri 2 bであつた為分離卒に於いて

2bの著しい増加を見たのであるが、別項赤痢実態調査成績に於いても触れる様に、県下一般の流行赤
痢菌型の推移については、2bが 2aを 圧倒 して増加してゆ く趨勢は否定出来ない。他の菌型について
は Sheflexneri」 b、 3a、 3b、 4c、 Sh.Sonnei等 は昭和 27年 に比べ 著明な培減は認められない。

―‐ 8  -―
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是等の分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性を見ると、任意抽出による48株 (Shoflexneri 2 a及 び 2
b)では、クロロマイセチンに対し、lr/C.C。 以下で発育するもの41株 (91.6%)、 lr/CoC.～ 5r/CoCeの
もの3株 (6。3%)5r/ceC.～ 10r/cec。 1株 (2。 1%)であり、昭和27年分離株のクロロマイセチン耐性成
績 lr/C・ C・ 以下 94。 30%、 lr/C.C・ ～ 5rノ cec。、(4.5%)5r/C.C.以 上 (1。2%)に比較するとやや軽度の耐性
上昇を示している。ストレプトマイシンに対しては殆んどの菌株は25r/CeC.の耐性を示し、うちそのレ色

は 50r/coc。 の耐性を示した。テラマイシンには感受性甚だ強く0。 75rノ C.C。 以下である。

(坂本さつき、高橋克己、西見保之、浜本 江)
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6.昭和 28年 9月 に行われた赤痢実態調査の細菌学的調査成績について

i.は じ が き

昭和 28年 9月 16、 17、 18日 の3日 間に渉 り、厚生省の指示に基き行われた赤痢実態調査に於いて、

県下各保健所で分離し、当研究所に途附された赤痢菌株につき、菌型検査等を行つたのでその大要を次

に述べる。

ii c実 験 方 法

実験方法は総て厚生省の赤痢実態調査要綱による。

iii.成     績

a)分離赤痢菌型別調査

第一表に示す様に、此の調査に於いて分離された赤痢菌株 22株の中、Sh.flexneri 2 bは 16株

%)、 Sheflexneri 2 a、 10株 (85。 7%)ShofleXneri 3 a、 2株 (7.1%)である。

第 一 表

赤痢菌型 sh.fleXneri 2 a shoflexneri 2 b Sh. f iexneri ;" a 言十

数 10 16

百分率 35.71 フ′ 57.15 % 7.15 %
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第  二  表

保 健 所 名 検 便 件 数 保 菌 者 数 保  菌  率 備     考
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第  二  表

保
健
所
名

濃
度

ス ト レ プ ト マ イ ン ン

50r 25r 12。 5r 6。 25r 3.12r l。 56r 0。 78r 0.39r 50r 12.5r 6.25r

門 司 保 健 所

浮 羽  ″
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福 岡  ′′

小 倉  ′′
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飯 塚  ′′

直 方  ′′

遠 賀  ′′

三 瀦  ″

■

2

8

2

2

4
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■

2

■

■
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■
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■
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■
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■
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b)保  菌  卒
検便件数に対する保菌卒は第二表の様に問司保健所の 2.2%を 最高とし、浮翡保健所の 0。 96%が之
に次ぎ、三瀦保漣所の 0。 28%を陽性保菌卒の最低とし、平均 0。 41%である。之を地区別特異性に於
いて観察すると概して工業者|`市及び炭坑地帯の様に人口密度の大きい所程高い保菌卒を示している様

で、之 l′

C反 し純農村等の様に人口密度の小さい所は低い保菌卒を示す傾向が伺われる。

C)分離赤痢菌の抗生物質耐隆
第二表に示す様に、ストレプトマイシンでは50r/cec.耐性の3株 を除く他は、総て 25r/c.c.耐性であ

り、クロロマイセチンでは3.12r/coC.の 1株を除く他の全部は 1.56r/ccc。 以下の耐性を示して、一般に

クロロマイセチンに対しては分離菌の感受性は高い。テラマイシンに対しては、分離株は最も感受性強

く、何れも0。 78r/C.c.以下の耐性である。

iV・ 考   察

上述の成績より、保菌卒を地区的に観察すれば、北九州地区、筑豊地区、T冨岡地区の順に保菌卒の低

下を示しているが、北九州地区の工業地帯、筑豊地区の炭坑地帯の様な、人口密集地区に保菌卒の高い

事は、此の原因を求めるに、是等の地区は、他の地区に比べ、環境衛生の劣悪な条件と、高度の対人的

触接頻度にその特異性が認められ、特に後者の占める意義が大きいのではないかと考えられる。此の調

査 |こ よる県下の分布赤痢菌型では、現在全国的な流行赤痢菌型である ShefleXneri 2 bが全分離株の多色

を示し、Sh.flexneri 2 aが 之に次いでいる。此の菌型分布は、当研究所の昭和 28年 1ケ年間の分離赤

痢菌型分布とほぼ合致する成績を示している。抗生物質に対する分離菌の感受性は、ストレプ トマイシ

ンには最 も鈍 く、之の赤痢に対する淮療効果の薄い事を示している。クロロマイセチン、テラマイシン
‐

には、分離株は皆感受性高 く、強固な耐性株も認められなかつた。

(坂本さつき、高橋克己、西見保之、浜本江 )

7.嘉穂郡山田町に発生せる水系爆発赤痢に関する細菌学的調査成績

i。 は し が き

昭和 28年 2月 6日 県下嘉穂郡山田町の炭坑離宅街と一般町性宅地に、1南易水道の汚染によると思わ

れる赤痢の爆発的集団発生が起 り、患者の累計 253名に上つた。

此の発生について私共の調査した細菌学的検査成績の概要について述べる。

ii e発 生 の 概 要

発生地は嘉穂郡の南部で遠賀川の上流の山田川に浩つた山狭の純然たる友坑街で此処には古河鉱業所

と三菱山田炭坑の三炭坑街と一般町街地の三集団住宅地があり、町街地の一部を除いては何れも皆古河

鉱業所の簡易水道によつて給水を受けている。集団赤痢発見の端緒は、2月 6日 古河鉱業所に27名の赤

痢患者が発生したので更に調査の結果 34名 の患者を発見し、集団赤痢として確認された。

ili.細 菌 学 的検査

患者の発生直後と、その退院時の検便は主として飯塚保健所が実施 し、保菌者検索を主 とした検便に

ついては、当研究所が行つたので以下その検査成績について述べる。

検便は、 2月 7日 より同 22日 まで 11日 間に渉 り、患者と健康者計 10,489名 に就いて実施 した。検

査方法は S.S.培地を単独叉は B.T.B.加乳糖寒天を併用し、衛生検査指針に従い、分離菌の生物学
的並に血清学的試験を行つた。

一- 12 -―



a)原 因赤痢菌型

検便総教 10,489件 中総計 217株 (2。 07%)の 赤痢菌を分離したが、此の中 Sheflexneri 2 bは 207

株 (95%)Sh.flexneri 3 a、 4株、Sh.feXneri 2 a、 4株、SheSOnnei 2株 、である。之より此の集団

発生は Sheflexneri 2 bに よるものと推定されるが、此の菌型以外の赤痢菌 計 10株は、保菌者検索に

より、遇々摘発された此の集日発生とは関係のない菌と思われる。是等の 2b以外の赤痢菌 10株の検
便総人口 10,489名 に対する保菌卒 0009%は、当研究所の調査による健康者 (赤痢発生と関係なし

｀
)の

保菌卒 0。 08%に 略 々近似 している。

第 一 表

地 区 別

男

古河鉱業所
女

検査件数 陽性数 陽 性 率
% %

2,316 87 3。 76

3.44

1.06

2,079 64

■,351 16

1,193  1 ■l

3。 08

山 田 炭 坑

山 田 町

一
男

一
女

1。 30

O.92

男 1,703 17 0.998

1.■9
1.■ 0

2。 07

女 1,847 22

計

男 5,370 120
|

2。 23

女 5,119 97 1。 89

b)保  菌  率

此の集団発生に於ける患者発生卒と保菌卒は第

1表第 2表に示す様に、各住宅群別に各々差のあ

る事が分る0巳|:ち保菌卒は古河鉱業所住宅が最も

高 く、 2。 52%であり、三菱山田炭坑住宅と山田
町一般町住宅が之に次いでゐる。之は、各住宅群

の患者発生卒とも略々比例的関係にある事が伺わ

れる。従つて上水道の汚染によると推定される此

の集団発生では、各住宅群によりその水道水の汚

染度を異にしているのではないかと考えられる。

患者発生卒と保菌率を各住宅群別に観察すると、

各々の数字は、汚〕̀染源と考えられる貯水池よりの

水管の長さに逆比例 しているのであるO巳i〕ち貯水

池に最も近 く

位置している

古河鉱業所住

宅に患者発生

卒及び保菌卒

が高 く.貯水

池 より遠隔地

に位置する三

菱山田炭坑と

山田町一般住

宅は、両者共

低い患者発生

卒保菌卒を示

第  二  表

分

生
人口総数

別 別 数

患  者 186

古河鉱業所 4,700
保 菌 者 lll

思  者 42

山 田 炭 坑 2,545
保 菌 者 48

患  者 25

山  田 町 4,388

保 菌 者 17

対人口比

%
検 便 数

保菌者の対
検便人口比
%

4.22
4,395

2,544

2.3C 2.52

1.65

l。 89 l。 39

0.57
3,550

0.38 0。 48

1.68
計

患  者 253

11,633

2.17
10,489

1.51_保 菌 者
|

■76

し て い る 。

筒検便により摘発された保菌者 217名中、其の後患者に転症された所謂 病前保菌者は 41名 で純然た

る健康保菌者は 176名 (81%)である。

C)患者及び保菌者の性別年令別人口構成について

各地区に於ける患者と保菌者の性別年令別人口構成は第 3表に示す様に、性別では患者保菌者共に稽

女子の方が多い様であ り、年令別では患者は 0～ 9才、保菌者は 5～ 14ォ の年令暦に於ける罹患卒保

菌率のビークを示している。

是等の数字は過去の調査によるデーターと一致 し、赤痢菌に対する幼若年者暦の抵抗力の易財い事を物

語つている。

- 13 -一
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第 二 表

年 令 別 性別 員 数構 成 思 者 数 発 病 率
保   菌   者

員   数 同 左 比 %

0～ 4 男 821_ 1,657
I И∩
|_ニニ_
1  33

73
836

4.87
4.40

3.95

l.09
■。14

1.20女

5～ 9 男 643
■,271

628

23
72

49

3.58 5.66
7.80

■5
35

20

2.33
2.75

3。 18女

■0～ 14 男

女

585
1,1■9

534

■7
31

ユ_4

2.90
2.77

2.62

18
37

13。 08
1~百耳軍
「

・

1 0・ Э。
3.3■

19

■5～■9
1田
|  フJ
I~~T~~
|ズ

498 924
| ハ

|~百

~ 14
426

1.20
■.52

1.88

9
20

ll

ユ.81
2.16

2。 58

20～24 男

女

514
967

|  __

|__==__

1  5

13
1 2.14

1 1.10
l.65

453
ll
1.コ

1.14
■.10

25～29 男 473
928

455

6
17

ll

l。 27
■.83

| :¬

「可
~~ 14

2.`42

1。 48
1。 51

1.54女

30^げ 34
1日
| ノJ
I~~丁
~~

|ズ

377
754

377

5
9

33
1。 19

2
6

0。 53
O。 80

И 1.06 4 ■.06

35～39 男 316
626 l  b

l ]_

7

310

1.90
■.12

0.32

5
9

4

1.58
l。 44

ユ.29女

40～44
| 口  | っっヮ
|  フ7  1 υじ」
|~~丁
~|~~~~

|  ラ女:  1 283
620

0
3

0
0.48

1.06

2
5

3

0.59
0。 81

l.06

45～ 49
245

459
214

4
4

0

l.63
0。 87

0

3
4
l.22

0.87
○.47

50以上 男 1561
女 1603

■,164 7
6

0.18
0。 60

0.995

9
16
1.60

■.37
1.16

計 _三塁_に里 lo,489
女  15,119

119
253

134

2.21
2.41

2.62
一―旦巨――-   176
91

1。 58
1。 68

1.78

d)患者及び保菌者の排菌状況

患者はその症状の軽重に応じて、オーレオマィシン、クロロマイセチン及びフラスキンを主体とし、ナ

ルゾール、モナフラシン、グアノフラシンを適宜投与 して治療を行い、保菌者も略々同じ様な処 li量 をして

いる。退院時の検便は、患者は主要症状沿退後 5日 日から、保菌者は隔離後 2～ 3日 日から開始し、 2i

日間隔で行い、連続 2回陰性の場合に退院又は隔離をといて 今ヽる。その排菌状況は第 4表第 5表及び第
一図の様に、息者は大部分 発病 7～ 8日 で 主要症状沿退し、排菌もその後 10日 以内に殆ど停止してい

るが長期排菌者は認められなかつた。保菌者は摘発後概ね、 8日 前後で菌は沿失しているが、中には20

日間排菌する者もあつた。

第 四 表        主要症状清退後最後つ菌陽性までの経過日数
日

区 数 4 6 7 8 10 ll 12 ■3 14 15 16 17

|  |
18 1 ■9 1 20

32思  者 3

|

2
|

10 2 0 0
|

■ ■ 0 0

第 五 表 保菌摘発後最後の菌陽性までの経過 日数

日

数 И

|

7 8 9 10 ll 12 13 ■4
|  |
15円 17 18 19 20 計

保 菌 者
|

511■ ■ 0
|

3 ■

|

1 0
|  |
°

lll
47

一一 ■4 -

|

I  Q
I__二__

1  10

1  6

1  5

3

男

女

6

|

|

|
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第 一 図  患者及び保菌者の排菌経過日数累計積度数分布表 e)粕屋郡宇美町三菱勝
田鉱業所の水系爆発赤

痢と本例との比較

昭和 27年 2月 粕屋郡宇美町三

菱勝田鉱業所に於いて、同所の簡

易 水道の汚染に 由ると思われる

Sh.fieXneri 2 b(D集:団赤痢 (D発

生があ り、 (幅岡県衛生研究所報

第 I巷 16頁 参照)此の集団赤痢
は本例と発生 形式 及び環境、時

期、原因菌等、総ての点が類似 じ

て居 り、両者の比較は今後の予期

される同様な水系集団赤痢に対し

示唆する処が大きいと思われ、甚

だ興味深いものがあるので以下そ

の比較成績につき述べる。

両者の細菌学的比較成績は第六

表に示す通 りである。両集団発生

バ
ァ

メ

ユニ ←一 端 港

`止
・――・ づ累百右

２５
　

　

↑

％

4  5 6  7 3 9  :0 :: 12 13 f4 15 :ε  17 13 19 20
t.―――→経過日数

第 六 表

例は、両者が時期的にも環境的に

山 田 及 び 宇 美 に 於 け る 比 較

宇 美山 田

発日
生時 昭 和 28年 2月 6日 昭 和 27年 2月 11日

原因
菌

She flexneri 2b She fleXneri  2b

発環
生
地
の境

古河及び三菱山田の二炭坑の炭坑住宅街
及び一般町住宅より成 り、人口約 ll,000

で何れも不完全なる同一水源の簡易水道
により、給水される。

総 数 濃厚汚染地 軽度汚染地

三菱勝日鉱業所の典型的炭坑住宅街で人
口約 5000不完全な簡易水道により給水
されるc

発発
病
数病
及
び率

総  数 汚 染 地 区 非汚染地区

253

(2.17%)

186

(3.96%)

67

(0。 97フグ)

865

(10。 56アメ)

834

(17.4%)

3■

(0,917ダ )

保蔦保
菌集菌
者
υ`
率

176

(1.68%)
|

■17

(2.49%) |

|

(0.85%)

512

(6.72アメ)

460

(10。 9%)

52

(1。 5%)

中 の
217名中 41名

(1_8.89ア′)

460名中 150名

(32.61アメ)

患の
者年
及令
び別
保発
菌生
者率

患
　
者

5～ 9才の 5。 6%を最高とし年令の上昇
と共に減少して居る。

0～ 4才 の 31.6%を 最高とし年令の上
昇と共に発症率は減少して居る。

保
菌
者

10～14才 (3。 3■ %)、 5～ 9才 (2.75%)
を最高とし年令の上昇と共に減少して

居る。

10～14才 (15。 0%° )5～ 9才 (1。30%)を
最高とし年令の 上昇と共に減少して 居

る。
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も叉原因菌も殆ど同一の条件を具えているのであるが .「山田」の場合汚染貯水池に最も近 く、従つて給

水管の長 さが 最短の古河鉱業所 住宅の発病卒 (3。 9%)と 保菌卒 (2。 4%)は 、之を宇美の汚染地区の

発病卒 (17。 4%)保 菌卒 (10.9%)に 比較すると概ね両者の比は 1:5である。但し山田の軽度汚染地

区と宇美の非汚染地区が略々同一発病保菌卒を示すのは、後者は汚染地区と同一鉱業所内にあ り相互の

交通は、住民の勤務上極めて密接頻繁であ り、水系伝染でないにも拘 らす 山田の軽度汚染水系伝染地区

に匹適する数字を示すのであろう。以上の事は、山田町の水系伝染が宇美の場合に比べると、水道の汚

染程度が低かつた事を物語 り、その原因は水中に流入したと考えられる赤痢菌が菌量に於いて少量であ

つたのか或は、両簡易水道に於ける不完全な塩素沿毒の浩毒効果の差に帰すべきか、両因の相関による

ものかは断定が困難である。次に患者保菌者の年令別発生率は、何れも両者とも0～ 10才の幼若年者居

に最高を示し、年令の上昇と共にその低下を示している。所謂病前保菌者は、宇美の例では摘発保菌者

中の%、 山田町ではレ1を示し、是等は防疫上二次感染源として重要な意義を占めているので、斯る集団

発生時に於ける保菌者検便の早期着手の必要性を示すものである。
¨
両例に於ける、患者数と保菌者数との比を求めると

山 田 町 ジ響摯 _1二_∩ ハっQ
(濃厚汚染地区)患 者 数 186~V・

U″

宇 美 町 ■菌童整_生里__∩ スKl
(汚 染 地 区)患 者 数 834… … …

両者が略々近似 した価を示している事は注目すべきであろう。

(坂本さつき、高橋克巳、西見保之)

8.Proteus mOrganiiに 由ると思われる集団食中毒について。

i.は  し が  き

昭和 28年 10月 21日 県下宗像郡神興村に於いて、出産就いの会食 及びその土産料理物の接食者に原

因不明の食中毒が発生し、総計 76名にのぼる集団食中毒患者が発生した。此の食中毒は、患者の臨床所

見及び発病までの潜伏時間が特異的であ り細菌による食中毒の疑いが濃厚であつたので私共は此の食中

毒について細菌学的調査を試み、本例が我が国では興味ある PrOte“ mOrganiiに 由る集団食中毒と

思われる成績を得た。此の研究は血清学的事項につき目下調査続行中であるので此処では一応疫学的臨

床的事項及び細菌学的事項の一部について述べる0

11.患者の発生状況と原因調査

昭和 218年 10月 20日 正午 宗像郡神興村某家に於いて、出産祀いに親族知人を招待会食し、招待客並

びに近隣に土産料理を霜つた。然るに翌 21日 より此の食物授取者中より急性熱性下痢患者が続出し、

21日 、22日 の両日に渉 りこの投食者 124名 中より76名 (発病卒 61.2%)の 患者が 発生した。此の原

因食は某家及びその近隣の知人宅で自家調製されたもので、調製後食事に供される迄の経過時間は数時

間乃至 24時間程度でその間腐敗の徴候は見 られなかつたと云 う。食物を調理した両家とも炊事場の施

設環境は不良であるが、料理従事者は皆健康状態に異常は見 られなかつた。

原因食の食品全部についてその食品別投取者及び非授取者の患者発生卒調査により、その発病卒に有

意の差を認めた食品は、赤飯のみであり、患者の中には此の赤飯のみを唯一日授取しただけで激烈に発

病 した者もある事等より、食品中の汚染原因食は此の赤飯と推定された。赤飯は両家に於いて別々に調

製された後混合され、その何れに於いて汚〕1染されたかは不明であるが 三家の井水水質検査では、一方の

み大腸菌陽性であつた。何調理当日は気温やや上昇 し午後降雨もあ り湿度は高かつた。
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iii.患者の年令別性別構成

患者 76名 中男子 42名 女子 34名である。その年令別構成は第 1表に示す様に、幼少年より青年層に

罹患者が多 く、壮年老年暦は少い。之は赤痢の罹患年令居と同じ.く 幼若年者が罹患し易い事を示すもの

と思われる。

第 ― 表 患 者 の 年 令 別 分 布

年 令 別

思 者 数

百 分 率

第 二 表 患者の原因食撮販後発病までの潜伏時間別分布

潜伏時間別

第 二 表   症 状

発 現
患者数
発現率 症状率 発現率

67名 88′グ 戦 慄 7名 9%

10名 lp%1頭、痛 155名 72%

口匠 吐 1 22名 129% 倦怠感
22名 29′ノ

腹  痛 44名 58% 脱力感 23名 30フ/

発  熱 66名 87%1痙 攣 3名 4フ/

悪  感 51名 67フ/ 麻 痺
|

4名 5フび

症状名

下  痢

裏急後重

第 四 表  紳興村集団食中毒糞便検査成績

第 1回 検便 (昭和 28年 10月 24日実施 )
総 検 便 数     47名
赤 痢 菌 陽 性     0名
ナルモネラ菌陽性       0名
アリゾナ、ベセスダ、バルラツプ等病原性

パラコリ菌陽性        0名
プロテウス、モルガニイ菌陽性 9名 (19.1%)

第 2回 検便 (昭和 28年 10月 26口実施)
総 検 便 数     25名
赤 痢 菌 陽 性     0名
ナルモネラ菌陽性       0名
アリゾナ、ベセスダ、バルラツプ等病原性
バラコリ菌場

:性        0名
プロテゥス、モルガニイ菌陽性 2名 (8。 0%)

iV.潜 伏 時 間

此の食中毒では、潜伏時間に特異性があるO巳Tlち第 2表に示す様に原因食授取後 10時間～ 14時間に

発病したものが全患者中の 47。 4%を 占め、15～ 19時間のものが 17.0%で、両者を合した潜伏時間 10

～ 19時間のものは全患者の 64。 4%で、大部分の患者は此の時間に含まれる。

Ve臨 床 症 状

臨床的所見の主要症状は、高度の発熱と激しい下痢である。第 3表に示す患者の症状別発顕卒に見る

様に大多数の患者に於いて此の二主要症状は認められる。発熱は 39° C以上のものが多く、中等度乃至

軽度の発熱は写ろ稀であり、悪寒戦慄を件うものすらあつた。下痢に
ついては、多くI]水様便を 1日 数

回乃至十数回多きは最高三十数回を算し、中には粘液血液を混じた赤痢様性状を塁す
る者も見受けられ

その他嘔吐腹痛を件い、概ね急性胃腸:i夕との象を呈している。殆んどの患者は臥床
を余儀なくされた。

予後は比較的良好で死亡者は皆無であり、重篤な少数例を除き大部分の患者
はサルゾールの投与によ

り3～ 7日 後には恢復した。
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0-9才 10-■9才 20--29才 30-39才 40-― -49才 50-59才 60-69才 70以 上 計

13 18 18 76

17.0フ′ 23。 7フグ 23.7% 7.9ア /e.zz, I s.er; 
I

3。 9フ′ Lo.s ri 
I

5-9時 間 10-14時間 15-19時間 20-25時間 126-29時間 30-35時間 計

患 者 数 36 ■3 15 76

百 分 率 6。 6ア|ダ 47。 4フ|ダ ■7。 0フ′ 19。 7% 5。 7フ
`′

'

3.9フグ

現
、者数



Vi.細 菌 学的検 査

a)検 査 方 法

上述の様な疫学的、臨床的所見より細菌による食中毒が先づ疑われ、10月 24日 、同 26日 の両 日に渉

りS.S。 寒天培地を使用 して患者の糞便培養を行 うと共に一部患者の探血を行い原因菌の検索を行つ

た。生物学的検査方法は概ね Kauffmannの Enterobacteriaceaeに 拠つた。

第 五 表 分 離 菌 株 の 生 物 学 的 性 状

分離菌株
A-4 A-5 A-7 A―-15 A-17 B-7 B-10 B一■l B-13 C―-5 E―-3

―/AG ―/AGI― /AG - /AGl - l^" ―/AG -/AG l-zo" -/AG | -uo"
一/一 ―/一 一/一 ―/一 ―/一 ―/一 ―/― ―ノー 一/一 ―/― ―/一

イ
又

ン ドー ル

応
+ + ―ト + キ 十 + 十 + 十 十

グ ラ チ ン

H2S + + + + + + + + + + +

MoR.反 応 十 ■
‐ ■‐ + + 十 + + 十 + +

VeP.反 応

尿 素 培 地
|

+ 十 + + 十 →‐ + + + + +

分離平板上の
分離菌集落率

80フノ 80フ′ 80% 50′グ 80フグ 80%
|

9Gフイ 30% 90′/ 30フ′ 50%

第 六 表 分 離 菌 の 糖 分 解 性

分離菌株

糖
A一・4 A-5

|

A-71A-15 A一■7 B-7 B一―■0 B一一ll B‐-13 C-5 E-3

Glucose ○ 0 0 0 0 0 ① 0 0 ① 0

Lactose

Adonitol

]E)ulc itol

SOrbit01

Arabi nose

Xylose |

|

Rhamrrose
|

Maltose

SaliCin

Inositol

Sacc harose

Mannitol

註 0…酸 及 び ガ ス 産 生 c

18 -―

K.I.培 地

So M.培 地

―/AG



b)検 査 成 績

第 4表に示す成績を得た。印ち患者の糞便培養によつて、第 1回 及び第 2回検便の結果計 11株の生

物学的性状が ProteuS morganiiに 一致する菌を純粋堀養又は之に近い状態で検出した。第 2回検便

の該菌陽性者二名は
・
何れも第 1回検便の際既に同菌を検出出来た者である。此の分離菌は SoS。 寒天培

地上 20時間 37° C坪養では赤変せす旦非薄透明真円の長較的小さい集落を形成し一見赤疲菌集落に酷
似するが耀養時間の経過と共に集落中′己部にやや褐色の所謂芯を形成する。本菌の生物学的性状は第 5

表、第 6表に示す通 りであるが之を第 7表 の Kauffmannの 分類表に適用すると、 Po mOrganiiに 一

致する。本菌の生物学的性状検査に当り特に注意を要する点は所謂 SWarming現象に H2S産生の
二項である。前者は1%寒天で 25° C～ 28° Cの低温培養で初めて完全な SWarming現象を呈し、後
者は Kliegler培地ゃ酷酸鈴寒天等では認められす鉛糖紙法で陽性を示す。

本菌の毒力試験は体′重 10g前後のマウスを最小量 0。 lmgの菌量で 1日 で斃し、死亡マウスの心血
より本菌を証明した。

餌食試験では幼若マウスを殺す。

患者血液の培養試験は陰性に経つた。

第 七 表 Riochemical behaviour of Proteus types.

(according to l(auffmann)

P. hauseri P. r'ettgeri

，
ｇ

ｔ

ｕｌ
.H.

mirab. A

Adonitol

Duicitol

+ + + 十 +

SOrbitOi

Arabinose

[ylose + +

Rhamnose + 十 十

Maltose

SaliCin

InositOl

+

十 十 十 十 ―ト

十 + 十 十 +

Lactose

十 一

十

十

Saccharose 十

Mannitol +― +一 +― 十 一

Glucose 0 0 0 十 十
―ト 十

IndOl + 十 + 十 + 十

H2S + + 0

Gelatin 十

Vo P.

M.R。

Urea

+

十 士 +
Or

土

‐
十 十 十 十 十 十 十

SOdium
citerate 14

+ 十 十 十 十

morganii
4806 4865

R
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7)考     察
以上の疫学的臨床的細菌学的調査成績により、此の食中毒の原因菌として最も疑 しいと考えられるの

は ProteuS morganiiに 生物学的性状の 一致する私共の分離菌であろう。 本菌の血清学的性状その

他については次の機会に述べ度いと思 う。現在まで 我国に於ける食中毒に於いて、その原因菌として

PrOteuS mOrganiiの 名が挙げられた報告は寡聞にして之を多 く聞かない。唯本菌については、甲野氏

が一女児の急性胃腸炎の患者より本菌を連続分離して此の菌を病原菌として報告し、奥野氏等はシラス

中毒の原因菌検索に本菌にふれている。叉栗本氏等は過去に於ける東海地区の原因不明食中毒か ら分離:

し、I司定されなかつた 分離保存菌株を再検討 してその中の若干に PrOteuS mOrganiiと して同定され

るもののある事を指摘 しているに止る。薔1つて欧米に於いては 1906年 Morganが本菌を小児夏期下痢
の原因菌として報告 して以来諸家の意見は賛否対立し、本菌によるとされる食中毒の報告もあるが未だ

定説を見ないまま閑去された感がある。従来細菌性食中毒の代表菌として Salmonellaが第一指を屈し

食中毒の原因菌検索に当り之を没却する事はないが、 Salmonella検索が陰性の成績に経つた場合、多

くは探求の歩が 足踏みせぎるを得なかつた事は、此の方面の検索に携わる者 の痛感する処であろう。

近時病原性の ParaColon及び大腸菌に対する知見が集積され、探求の硯野は拡大されつつあるが、

PrOteuS mOrganilに 対しても更に検討を加える段階に至つたのではないかと思う。 (文献省略)

(坂本さつき、高橋克己、西見保之)

9。 昭和 28年福岡県下に流行せるインフルエンザに関する研究。

は し が き

昭和 27年末に、関東地方に始つた インフルエンザ (以下「 ィ」と略記)は短期間内に 日本各地に蔓

延し、雨冨岡県下では昭和 28年 1月 から2月 に渉り県下全域に可成り激しい流行に見舞われた。私共は

此の「ィ」の流行について疫学的、臨床的、ウイルス (以下「 ウ」と略記)学的調査研究を行い本流行
についての概括的知見を得たので以下之について述べる。

i.療 学 的、 臨 床 的 調 査

後述の血清学的調査と同様に幅岡県鞍手郡小竹町北小学校学童の内、集団的抗体価測定により赤血球

凝集抑制指数が 4。 5以上を示した生徒の家族全員 (以下「イ」群)並びに血清学的調査の結果、集団的
抗体価測定の陰性対照と牛」定された T菖岡県浮刀そ郡江南村小学校学重の家族全員 (以下「感」群)に 就て

調査表による臨床的諸事項の観察を行つたので、その比較成績を報告する。

1)性別、年令別罹患率

「イ」群及「感」群の臨床的症状発現者を性別、年令別に観察すると第一ゝ二表 の如くなる。卸ち

「イ」群では調査人員 121名中、男 28名 (22.6%)、 女 43名 (34。 7%)、 計 71名 (57。 3%)「ィ」が
様症状を呈し、男 28名 (22.6%)、 女 25名 (20.2%)、 計 53名 (42。 8%)に は症状の発現をみなかつ
た。「感」群では調査人員 378名中、自党症状発現者は男 70名 (18。 5%)女 83名 (22。 0%)、 計 153
名 (“。5%)に対し、無症状者は男 104名 (27。 5%)、 女 121名 (32。 0%)計 225名 (59.5%)でぁつ
た。この結果、「イ」群では女性の罹患卒が高 く然も無症状者よりも有症状者が稽多く、之に反して

「感」群では男女間に有意の差を認めす且つ有症状者の数が稽少ないことを認めた。
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年  令
罹 患 者

33

41

8

12

18

6

6

家族構成

計女男

17

17

4

4

9

2

3

ユ6

24

4

8

9

4

罹 患 者
対家族比
(%)男 女 言十

0才～ 9才

10 ～ 19

20  ^‐ 29

30  ～ 39

40  ～  49

50  ～ 59

60 以 _L

例

６

ｏ

２

４

・

・

２７

２２

２

５

１０

■

４

81.8ア |グ

53.7

25.0

41.7

55。 6

16。 7

66.7

計 28 43 71 B6 l.r ln+ 57。 3

第 一 表  性別、年令別 (イ ンフルエンザ ) 第 二 表  :陛 別、年 令 男」 (普 通 感 胃)

計 174

第 二 表 家 族 集 積 性

内

率

族

思

％

家

罹

4Y7)'/if,:/f 通 感 胃

累 積 度 数
例  数

実 数 %

累 積 度 数
例 数

26.4

26.4

26.4

42。 2

52.7

63.2

73。 7

89.5

100。 0

100。 0

10o。 0

４

１１

５

１３

■

0

0

2.0

■■。8

23.6

33。 4

41。 2

62。 7

72.5

98。 0

100。 0

年令別に罹患卒を観"察した所、「 イ」群では罹患者数対家族数比の総平均が 57.3%で、之を上廻る

罹患卒を示した年令暦は o～ 14才 及 70才 以上であつた。之に対して「感」群の総平均は 40。 5%で之
を上廻る年令は 0～ 11才、55～ 59才、70～ 74才で両群間に差は認めなかつたが、何れも小学生以下

の若年者と70才 以上の者が 罹患しやすいことを示している。「 イ」の好発年令は抗体量に比例して変

化するので調査対照の種類、(都市(地方の差、集団生活の有無等)に よつて異つてくるが、操等は一定

の免疫水準 (最高絡末中和指数水準という)が達成される年令を多数例に就て調査した所、地方的な差

はあるが大体早くて 6才、遅いと 16才 という数字が えられる事を報告した。吾々の調査でも0～ 9才

が最も羅患卒高 く、次いで 10～ 14才 であつて操等の成績とよく一致する。又美甘等の報告も吾々の

成績と同様の傾向を示している。然し乍ら吾々の調査では普通感胃の好発年令も0～ 14才 であるから

年令によつて両者の区別を云々することは不可能と考える。簡性別の罹患卒に関しては他の報告と同

様、特別の所見を認めなかつた。

2)家 族 集 積 性

「 イ」群と「感」群の家族集積性を比較すると第二表の如くなるが、之を累積度数分布曲線
で示すと

第一図のようになる。
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年  令
罹 思 者 家族構成 罹 患 者

対家族比
(アメ)男 女 男 女

0才～ 9才

■0  ～ 19

20 ～ 29

30  ～ 39

40  ～ 49

50 ′ヽ′ 59

60以 上

靱

郎

４

２

８

６

４

２１

％

７

２

１０

４

４

42

60

11

4

18

10

8

36

64

16

10

24

14

10

４７

７１

・６

・７

２４

・０

・９

50.6フ〆

44.4

34.4

■4。 8

37.5

4■ .7

27.6

83

■35

32

27

場

24

29
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第 図 自|]ち [~イ 」群では罹患卒 100%

の家族が 5例みられたが「 感」群

では全 く之を認めなかつた。更に

罹患卒 50%の 累積度数分布をみ
ても「 イ」群では

63.2%、「感」

群では 33.4%で 前者の家族集積
性が大なること自l:ち家族間の感染

力が強いことを認める。

操等は家族集積性の外に年令、

学級、職場、地域集積性のあるこ

とを指摘しているが吾六の調査で

も家族及年令の集積性を「 イ」に

認めることができた。家族集積性

についてはこの外玉置等の報告 も

みられる。吾々の成績は普通感胃

に比較して得たものであつて「 イ」

と普通 感胃の疫学を調べる際に

は必す調査すべき項目の一つと考

える。
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3)臨 床 症 状

(1)自党症状 調査表を配布して「 イ」群 79名、「感」群 167名の自党症状の種類及発生頻度を調
)

べた処、第四表のような結果を得た。筒ゝ症状の軽重度は記載が不十分である為、統計から除外した。

「イ」群、「感」群を比較すると全般的に前者の自党症状の発現頻度が高いことを認めた。「 イ」群の症状

中、「感」群に比して特に多いものは一般症状では身体各部の疼痛及重症感、呼吸器系
では鼻出血、沿ら

化器系では下痢及便秘である。呼吸器症状 (鼻カタール、咳嗽、喀痰等)は両群共に高卒に見られた。

第 四 表       自   党   症   状

普 通 感 胃

例 数

4Y7.)vrYf

%

59例
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4

20
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47.6フイグ
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58.2

5。 0
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51例
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吸
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筒、患者自身が感じた今度のカゼの特徴を記載せしめた処、第五表の如 く「 イ」群では、はつきりと

特徴を指摘したものが多いのに反じ「感」群では特徴を指摘したものが少なかつた。「 ィ」群の特徴の

内で「 感」群に比して特に多かつたのは
″
熱が高い、痛が強い、大病の気がする、鼻血が出る、下痢す

る、便秘する、せきが強い、治 りに くい
″
等である。之等の内、第四表の成績と一致する「 イ」群の特

徴として
″
痛が強い、大病の気がする、鼻血が出る、下痢する、便秘する

″
等をあげうる。

第 五 表 罹 患 者 が 感 じ た 今 度 の カ ゼ の 特 徴

が  高
が  強
病 の 気 が す

が  だ  る

0 発熱状態 第六表に示す如 く有熱期間の長い例は「 イ」群に多 く、又最高体温も 38° C以上の例
は「 イ」群に精

々多 く見られた。

第 六 表       発   熱   状   態

4y7.\v$vt 普 通 感 胃

例 数 例 数 %

l

2

4

5日 以 上

7例

]_4

9

13

15

12.0フ′

24.0

15.6

22.5

25.9

9例

13

1■

3

3

23。 0フダ́

33.3

28.■

7.6

7.6

最

高

体

温

C ムロ

(3)休養日数 罹患者の体養 日数を調査した処、第七表の如 く長期体養者は「 イ」群に多いことを認

めた。印ち「 イ」群では全体の約
50%は 4日 以内に治癒しているのに反し、「 感」群では約 70%が

4日 以内に淮癒している。

4)考     察

前述の如く自党症状の種類は諸家の報告と大同小異であつて「 イ」特有のものを認めな
かつた。然し

乍ら吾々は之等症状を集計した結果、「 ィ」、「感」群両者間に発生頻度
の差を認めた。印ち「 ィ」の

症状発現卒が大であつて之は特に全身症状、沿化器症状に於
いて著明であつた。筒臨床症状は各流行例

一-23-一
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第 七 表 休    養 日 数

休  養  日  数
4 v 7.)v rt Y *t 普 通 感 目

例 数 % 例  数 %

10日 以 上

5例

9

■2

5

7

6

5

3

3

4

8。 5%

15.2

20。 3

8。 5

ユ1.9

10.l

8.5

5.1

5.1

6.8

16例

15

18

8

10

2

2

2

1

4

20.4フ|グ

19。 7

23。 0

10.2

■2.8

2.5

2.5

2.5

1.2

5.2

によつて可成 りの差が認められているが、この差によつて流行「 ウ」の型をきめる事は不可能とされて

いる。流行例によつては A、 A′ の症状は Bの症状より重症且つ流行が大きいと云われているが、吾
々は比較すべき過去の流行例を調査していないので A、 A′ か Bかを臨床的に比較推定する事はできな
かつた。調査方法に多少の違いはあるが操等の「 イ」 A、 Bに関する報告、美甘等の「 イ」Bに 関する

報告と吾々の成積とを比較した場合、症状の種類及び発現卒には殆んど大差なく、疫学的、臨床的に「 イ」

「
ウ」の型を牛|1定しえないことを認めた。

以上吾々は症状の種類よりも発生頻度によつて「 イ」と普通感胃とを区別する事ができたが、
この臨

床的調査に疫学的調査を加味する事によつて両者の流行例を確実に区別しうると信する。然し乍 ら散発

例の鑑別は美甘、金久等が指摘するように非常に困難であつて、之は血清学的、「 ウ」学的検査によら

なければ決定する事はできない。

ii.流行「 イ」「 ウ」の型 について

「イ」の流行に際し、その流行「 ィ」「 ウ」の型を早急に決定する事は、疫学的にも臨床的にも又予

防処置上にも極めて重要な事柄であるが、現在の処此の型決定は患者血清についてハースト試験により

間接的に行う方法と、患者より直接「 イ」「 ウ」を分離してタイビングを行う方法の二方法に限定され

ている。私共も本流行について、両者を併用して行あ、
十
種々知見を得たので以下その成績を述べる。

1)血清学的調査について

(A'「イ」患者及び同容疑者の血清学的調査

(1)実 験 方 法

(a)本ォ      米斗
県下各地区の保健所に臨床医により「ィ」患者又は同容疑者として届出のあつた者につき、型の如
くその急性期恢復期に探血を行い、当研究所に途附されて来た総計 75件の血清である。

(b)ハ ース ト試験
而見、山本の法に従い 3単位の「 ィ」「 ウ」各型 (PR 8、 FM l.Lee.)を 使用し、成績判定は
衛生検査指針による。
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第  八  表

註 ※ AA′ 型

第 九 表

第 二 図

だ去後‐鮭過円播,1い仁清申仁ヮ↓Lザ資‐tス中鷺繊体a二昇ζA・■
1)

インフルエンザウイルス
A′  型

決 定

第 十 表 患者急性期懐復期血清の抗体上昇比

0)実 験 成 積

第 8表に示す様な成績を得た。自口ち被検血清の

39件 (52。 0%)は A′ 型 に属し、A型と牛ll定さ
れたもの 2件 (2◆ 7%)で あつた。何、第 9表の
様に PR8、 FMl、 両型に対し高 く抗体価の上

昇の見られたもの 2件があり、一応 AA′ 型 とし

て挙げた。B型に牛ll定叉は疑しとされたものは全

く認められなかつた。

各血清の急性期恢復期に於ける抗体上昇程度は

第 10表 及び第 2図 に示す様に一般に抗体産生

の低い者が多い様である。
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(3)考     察

上述の実験成績より、此の流行は A′ 型「 イ」「 ウ」による事が指定され、此のA′ 型「
イ」は地域的

な特異性は認められす殆ど全県下に演透 している事が伺われる。興味ある事は筑後川浩岸
地方に局限さ

れてA型「 イ」の散発混在が 認められる事である。筒、さきに
AA′ 型 としたものは、A′ 型「 ウ」と

A型「 ウ」の混合感染と考えるよりは、写ろ抗元的に両型に親近 関係の
ある未知「 イ」「 ウ」による感

染と考える方が公当であろう。

此の実験成績より見ると、本流行に於いて臨床医が「 ィ」患者 又は同容疑者とし
て届出た診断は可成

り正確であつた事が分るが、之は既述の様に此の度の「 イ」が臨床的
に普通感胃と鑑別され得る可成 り

特異な症状を呈した事によるのであろう。

此の実験でB型と牛ll定叉は疑 じとされた者が全 く認められなかつた事は、私共の行
つたハースト試験

の試験誤差が甚だ少い事を物語 り、可成 り信頼出来る成績
を示していると考えられる。従つてハースト
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第 十 一 表

第 二 図
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試験の結果、当該「 ウ」に羅患疑しと牛|1定された抗体上昇比 4倍のもの A′ 型 10件 (13.3%)と A型
2件 (2.7%)は、実験成積の信頼度及び、ハースト等や、米陸軍々医学校の調査による、抗体上昇比
の低い者よりの「 イ」「 ウ」の分離卒等を考慮すれば、各々当該「

ウ」に罹患の可能性が大き ′ヽ、と考え

られる。

患者抗体の上昇程度は、個体差と「 イ」「 ウ」の型により異 り劃一的には論ぜ られないが此の度の A′

型「 ィ」の流行では上述の様にハースト試験牛ll定成績疑 しをも考慮して検討すれば概して抗体上昇度は
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第 四 図
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`低い者が多かつたのではないかと思われる。唯 1例に於いて発病後 17日 目に第 1回 探血をし、その後
2週間目に第 2回探血をしても簡両者の抗体上昇比 32倍 を示す者があつた事は興味ある事である。

(B)集目的抗体価測定法によろ血清学的調査

「 イ」患者の急性期恢復期血清の抗体価上昇比により「 ィ」「 ウ」の型を決める方法は、探血に当つ
ての時間的昼間的制約が繁瑣であり、実際の問題として此の為時機を失する事がある。此の不便を是正

する方法として操等は集団的抗体価測定法を提唱している。私共も本流行の「イ」「 ウ」タイビングに此

の方法を利用し、流行「ィ」「ウ」の型を決定し得た。

(1)実 験 方 法

(a)・ 実験対象及び材料

昭和 28年 1月初旬より県下鞍手郡小竹町北小学校学童に、「 イ」様疾患が続発した為欠席者相次

ぎ欠席卒 15%以上を示し、途に「 ィ」流行として休校のやむなきに至つたので、同年 2月 初旬、同
校学童を各学年毎に 20名 前後任意抽出により、選んで探血し、その血清を使用した。

対象としては、県下浮勿群江南村小学校を好適として選んだ。自口ち同村内では同一世帯内 124名の

「ィ」患者の発生をみたが、其の後続発なく、学童間に流行の徴は全 く認められなかつたので各学年

10名 前後の昭和 28年 1月 以来の風邪罹患者を任意抽出により選び同年 1月末探血し、その血清を用

いた。街江南村々内の「 イ」患者は後にハースト試験によりA型と牛1定されたものである。

(b)抗 体価測定法
耐見、山本の法により各材料血清の赤血球凝集抑制指数を算出した。

(2)実 験 成 績

第 11表 及び第 3図 に示す様な成績を得た。tt「ち小竹町北小学校学童の凝集抑制指数を見ると、指

数 4。 5以上に属する者の「イ」「ウ」各型 (PR 8、 FMl、 Lee)に 対して 占める割合は、A′ 型
◆

52.9%、 B型。10。 4%、 A型。2・ 3%で之に対して、江南村小学校学壁は、A′ 型。19.6%、 B型。16.´1%

A型。7.1%で、前者は明らかに A′型のB ttA型 に対する有意の差を認めるのに比
べ後者は各型間に有

意の差を認めない。第 4図 の両校学童の抗体量度数分布表は此の間の差
を明瞭に表しているO以上の

所見より小竹町北小学校に流行した「 イ」「
ウ」は A′ 型によるものと推定される。

(3)考     察

此の方法は確かに個々の患者血清の急性期恢復期の抗体上昇
比を比較する方法に比べると後者が探血

に当つての制約が繁瑣なのに比し前者はその制約され
る面は少いがその成績の牛|1定は所謂正常保有抗体
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量との比較によつてなされる為、正常保有抗体量を予め知つておかねばならない。現地の調査によれば

西日本学童の正常棟体量は、「 イ」「 ウ」各型概ね指数 3。 0～ 4。 0の間に分布 していると云 う。私共の今

回の調査では、小竹町北小学校の A′型 を除き両校とも各型指数 3.5～ 4.5の 間に分布している者が学

童の大部分を占めている。従つて、此の調査に於いて正常抗体量の上限界を指数 4.5に 置いてその成績

の判定を行つた訳である。

次に正常抗体量の「 イ」「ウ」各型別指数 分布度をみると、 (小竹町北小学校の A′ 分布は異常とし

て除外)A′型 の分布が最も高 く B型、A型の順に低 くなつている。 近年我国に於ける「 イ」の流行
´

「 ウ」型は、経戦後その調査
が行われ出して以後先づ A型の流行があり次にB型に代 り、近来の A'型

の流行という風な変遷を辿 り、A型は本来の流行は跡を絶つていると云 う。従つて此の正常抗体分布も

「 ィ」「 ウ」の型変遷に眸う変化
を示しているのではなヽ/ヽかと思う。

2)ゥ ィルス学的調査について

(流行「 イ」「ウ」の分離と型決定)

(1)実 験 方 法

材料は、「 イ」様患者の発病早期に、生理的食塩水又はブイ
ヨンを以つて、その合嗽液を探取し、ド

ラィアィス中に保存した 26件である。是等の材料に ストレプトマイシンとペニシリンを加え雑菌の死

滅をはかつて後、型の如く、孵化難卵 (10日 前後)の羊膜内に接種し、3日 間培養後 その羊水を探取

し、ハースト試験により「 ウ」増殖の有無を調べ、
ハースト試験陽性のものを更に同様な方法により5

代孵化難卵羊膜内に継代接種し、更に漿尿膜に 5代継代して、十分馴化せじめた。斯くして分離された

「 イ」「 ウ」と、標準株 PR 8、 FMl、 Leeと にょり家兎免疫血清を作製して各「 ウ」間の交叉的
ハースト試験を行い、その相互の抗元関係を検した。

第十二表  分 離 ウ イ ル ス 株 第 十 二表

平均抗体比:こより現わした各株間の免疫学的性状
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分 離 月 日
昭和 28有主
2月 28日

像)成     績
分離に成功 した「 イ」「 ウ」は第 12表 に示す 3株であるが、此の分離「 ウ」の型は第 13表 の平均抗

体比に示す様に FMlに 最も近 く、A′型 に属 している。国立予防衛生研究所の調査によれば本株は昭
和 27年暮の関東地方流行株と同一抗元を有しているという。

(3)考     察
本流行「 イ」「 ウ」の分離とタイビングによつて、此の流行は昭和 27年関東地方に始つた「 イ」が当

県下全般に蔓延 したものである事が確認された訳であり、その伝染力の激しさや、患者の臨床症状より

見て可成 リビルレンツの強いものと思 う。元来「 ィ」「 ウ」の分離は、その流行型により難易の差が著

しいと云われるが、私共の分離株は分離が比較的に容易であり、又孵化難卵漿尿膜に対する馴化も早い

様な感を受けた。
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iii.む    す    び
私共は、昭和 28年 初頭 市高岡県下に流行した「 ィ」について疫学的、臨床的、血清学的、ウイルス学
的調査を行つて次の様な知見を得た。

1)此の「 イ」は前年末関東地方に始つた「 イ」流行が当県下に波及したもので、「 イ」「 ウ」A′ 型
によるものである事を血清学的、ウィルス学的に証明した。

2)本「 イ」は伝染力が甚だ強 く、従つて同一家族内罹患卒が高い。臨床的には普通感胃とは症状の
量的差異が特異的な所見を呈している。

3)本流行には「 イ」「 ウ」A型が一部地区に局限して散発混在 しているのが認められた。
(文献省略)

(此の論文の原著は肩岡医学雑誌 昭和 28年 11月号掲載予定)

(小野蘇牧、坂本さつき、大友信也、高橋克巳、山本嘉人)

B.見 在 血 清 学

1.梅毒血清反応検査成績

昭和 28年 1～ 12月 中に実施した検査件数は 6,108例でその内雄婦:3,908例 、一般 2,200例であり、

陽性例数は表示の通 りで、凝集法では 694例 (11。 3%)その内雄婦 188例 (4。 8%)一般 506例 (23%)
であ り、緒方法 (フ 氏 反応)では 547例 (8.9%)雄婦 138例 (3.5%)一般 409例 (19・ 1%)で あ
つた。                                  (大 塚 悟)

昭 和 28年 梅 毒 血 清 反 応 成 績

検 査 例 数 陽  性  数 陽 性 率 %

凝 集 法
妊  婦 3908 ヽ

(

188

}

6108
一  般 2200 506

4.80 ヽ

チ
■1。 3

23。 0

妊  婦 3899
|

`

138

|

6080 347
218■

3.50
|

チ
8.9

19.■

2。 日本脳炎検査成績
r

(1)補 体結 合反 応

昭和 28年 1～ 12月 中に実施 した総件数は 69件でその内 28例が陽性であつた。被検血清の抗補体作

用強きため牛1定不明となつたもの 4例、血清不足のため検査不能となつたものが 3例であつた。

(大塚 悟)
② グロブリン反応

昭和 28年 に実施した脳脊随液のグロブリン反応 (Nonne―Apelt反 応)は 57件であつた。その内、

血液混入のため検査不能の 12件を除いた 45件の成績は陽性 31件、陰性 14件であつた。補体結合反応

陽性のもので本反応陽性のものは 8件、陰性のものは 6件であつた。        (山 本嘉人)

(3)サ リチルアルデヒード反応

本反応の検査件数は57件であつた。本反応は病 日によつて変化するので補体結合反応の成績と比較す

ることは不可能であるがゝ参考の為その成績をのべると陽性 15件陰性 42件であつた。 (山本嘉人)
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3。 ウイダール・ワイルフエリツタス反応検査成績

昭和 28年に於いて実施したウイグール反応は 95件でそのうち 640倍以上陽性の成績を得たものは腸
チフス菌 6件、 (6.2%)パ ラチフスB菌 2件 (2。 0%)で あつた。フィルフエリツクス反応の実施件
数は 98件 でプロテウスO X19菌 に 320倍以上陽性の成績を示したものは 2件 (2.0%)であつた。

(坂本さつき、浜本 江)

4 0 Card101ipin抗 原 :こよる雄婦梅毒血清反応、特に非特異反応について

昭和 26年 以来 1年 6月 に亘 りCardi01lpin抗 原 (「力」抗原と略)使用の梅毒血清反応の雄婦によ
る非特異反応について凝集法、緒方法及び村田法の 3法を用いて調査を行つて来たが、期間中の総検査

数 8,059例 中分娩後迄追求し得た 38例から次の様な結論を得た。

1)「力」抗原随用の梅毒血清法反応においても雄娠による非特異反応は存在し、蒻陽性群 4例中 2
例、疑陽性群 6例中2例の1例に認められた。        _́

2)雄娠中緒方法のみ易易陽性で分娩後自然陰転したものが 2例あつたが本人には何等の既往歴もなく
配偶者の羅患等の為一応非特異反応例から除外したが雄娠出産という事が反応成績を左右した事実

は明白なので今後検討を要することと思われる。

3)易財陽性群、疑陽性群中に非特異例が認められたので雄婦の場合は牛1定に慎重を要する。

4)村田法には非特異反応を示した例はなかつたが「 力」抗原との間に約 12%の危険卒を以つて有
意の差が認められるあでこの比較値がらみて非特異を示さなかつたのは特異性が高いため■はなく

銑敏度が劣るためのものであることが考えられる。              (大 塚 悟)

C.寄  生  虫

1.寄生虫検査成績

昭和 28年 1月 より12月 迄に行つた寄生虫関係の総検査件数は 1,281件で、その内訳は別表の通 りで

ある。

原虫検査の内、マラリヤは輸血協会に属する給血者について行つたものである。

臨床検査成績

昭和 28年 12月 より輪血協会員の血液型牛ll定 を始めた。 (住江直、山本嘉人)

20九州地方の釣虫分布について

九州各県の釣虫の種類を決定する為、先づ各県より集つた警察官について検討し、次表の如き成績を

得た。

県 芳1

福    岡
佐    賀
長    崎
熊    本
大    分
宮    崎
鹿  児  島
管区学校職員

検査人員

罰

Ｈ 虫 釣 虫

%陽 性 数

26.0
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43.8
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45。 6
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九 州 各 果 警 察 官 の 鉤 虫 分 布

A……ヅ ビ ニ   N… …アメリカ   AN… …両種混合
各県警察官の姻虫卵保有卒は一般市民の保有卒と大差なかつたが、鉤虫卵保有卒に関しては直接塗沐
一枚の成績が干均 34。 7%である事から見ても一般市民に比較して如何に高卒であるかが推察される。
この数字は炭鉱或は農村の鉤虫卵保有卒に近似しているのである。よつて吾々はこの集団に駆虫 (テ ト

レン使用)を 実施すると共に屎の瓦培養を併用して鉤虫の種類を区別した結果、各県共ヅビニ鉤虫を多
く検出し、駆虫成績と培養成績とは大体一致することを認めた。      (住 江直、山本嘉人)

3。 釣虫駆除薬と駆除法の比較

釣虫駆除に用いる薬剤と駆虫法には多くのものが見られるが、之等の内、2.3の ものについて比較:
検討した結果、次表の如き成績を得た。

駆  除  薬 前下剤
用    量

後 下剤
虫 卵
陰転率

排出虫数
副 作 用

就寝時 起床時 程 度 発現率
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以上の成績から考えられる事は次の諸点である。

1。 四塩化エチレンの製品による差は余 り認められなかつた。

2。 四塩化エチレンの副作用で最も多 く認められるものは酪酎感であつた。その他悪心、嘔吐、めま

い、頭痛等が多かつた。

3。 テ トレンの頓服法と分服法による差は余 り認めなかつた。但し副作用の点で 分服法の方が多少

少ないように見受けられた。

4。 前下剤の有無は副作用、効果に著明な影響を与えるとは思われなかつたが、便濾しの場合、非投

与例では虫体の発見が困難であ り、且つ下痢の開始時間が遅れがちであつた。

5.テ トレンとアスキスを併用すると副作用が少 くなる傾向を認めた。効果には影響を与えなかつた。

6.ク ロロホルム使用例の肝機能には異常を認めず、効果にもテ トレンと同等の価値を認めた。
7.排出虫数の多い例では虫卵陰転卒が低 く、排出虫数が少いと陰転卒が高 くなつた。

(住江直、山本嘉人)

以上の試験を施行中、感じたことは虫卵陰転卒が虫卵の多寡 (勿論直接塗沐法による虫卵の多少を示

す)に よつて左右され易いことであつた。次表はこの事を数字で表わしたものであつて、 2、 3の例外

はあるが大体に於いて、この傾向を示している。よつて駆虫薬の虫卵陰転卒を比較する場合、試験に供

した集団の虫卵感染濃度分布図が重要な要素になることを痛感した。
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79.5

66。 ■

散

卜
錠
錠
錠

Ｓ

ル

ン

一

ン

ン

虫

ン

ニ

ン

ニ

ニ
駆

ト

コ
ト

　

　

ニ

ン

コ

ン

ト

ィ

ナ

チ

ナ

ン

フ

ク

⑭

⑪

⑭

ナ

カ

マ
デ

42.8

40.0

50。 0

43.4

50。 O

25.0

21.7

52。 6

36.3

30。 4

43.3

31.5

20。 0

57.l

23。 5

37.5

50。 0

40.0

20.0

6.2

46.6

33。 3

40.0

25.0

47.4

50。 0

50。 4

64。 0

53.3

45.6

38.1

45.7

51.0

44。 4

60.6

53。 7

感染濃度は厚生省の畑虫駆除薬簡易試験要領によつた。         (住 江直、山本嘉人)

4.駆虫薬効力判定試験成績

昭和 28年に実施した検査件数は 14件で、その内訳は次表の通 りである。筒検査方法は厚生省の姻虫

駆除薬簡易試験要領に準じて行つた。

主  成  分 名 被 検 者 数 虫卵陰転率 副 作 署

ナ
　
ン
　
ト
　
ニ
　

ン

+

海
　
　
　
人
　
　
　
事

駆 虫 チ ヨ コ ンー ト

ネ オ マ ク ナ ミ ン

ムンノデルチヨコンー ト

⑭ ナ ン ト ニ ン 散

C)虫下しチヨコンー ト
カ フ イ 馬区 虫 錠
マ  ク  ニ  ン  S
ダ   イ  ア  ス
ハ ヤ ン カ ネ :Mi S錠
ム ン ロ ン

５

・ｏ

６

９ｏ

８４

轟

９９

９８

・ｏ２

８８

名 47。 4 フび

64。 0  
′

53.3

45.6

38.l

44。 4

60。 6

64。 3

63。 7

61。 4

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
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tY | =:t
卜
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ン

ン

ナ

ナ

⑭

ニ  ン 錠
ト ニ ン (掟

９

８

51.○

45.7
一

一

そ の 他 一゙プ ル 93 53。 7 十

D。 術 生 昆 虫

1.殺虫剖効力試験成績について

昭和 23年に行つた殺虫剤の効力試験件数は 13件でこの内 6件は輌虫卵に対する殺滅試験を実施した

ものである。主成分による内訳は殺虫剤では B.H.C・ 油剤 2件、字L剤 1件、粉剤 1件、ナフタリン・

クレゾール系 1件、オルソジクロールベンゾール系 1件、殺虫卵剤ではニトロフエノール粉剤 3件、オ

ルソジクロールベンゾール系乳剤 2件、ニトロフエノール系乳剤 1件であつ″た。

(住江直、山本嘉人)

E.獣   疲

1。 獣疫検査成績

(1)狂大病の疑いにて大 8頭の検査依頼あり其の中 1頭真性狂犬病と診定したO

診定法 犬脳よリネグリー氏小体検出陽性、動物試験 (モルモツト3匹)陽性且つモルモツト脳よ
リネグリー氏小体検出陽性、筒念の為予研に材刑途付し補体結合反応試験依頼の結果補体結合反

応陽性であつた。

他の7頭は陰性であつた。

佗)屠殺場より途付された牛牌臓より「 ピロプラズマ」を検出した。
(3)家畜衛生試験場より途付された牛乳にして黄色葡萄状球菌に依る乳房:;燿乳と診定したo

(住江直、中西泰生)

2。 幅岡県下の大におけろレプトスピラ症の観察

(第 1報 血清学的並に細菌学的観察)

昨年一部のものについて報告したがその後の調査成績を小括して報告する。

① 材料並に実験方法
材料は県下で捕獲された野犬 230頭 (薦岡市 166、 久留米市 7、 日川郡 30、 三瀦郡 27)である。実

験方法は前回報告した通りで、L.icterohaemOrrhagiae,Le canicolaの 両株を主として用い (一部

は L.hebdOmadis A,B,C,L.HC,L.bttaviae,L.pyrOgenesを も用いた)SChttfnerの凝集反応

(S.M.R.)と 補体結合反応 (coFo T。 )と を行つた。又腎乳剤の暗硯野鏡検と培養及びモルモツ

ト接種を行いレプトスピラの検出と分離を試みた。

② 実 験 成 績
a)S.:M.R。 :表 1の通りで 1:300～ 1:3,000の 抗体価を示すものが多く又 LecanicOhに 反応す

るものが多い (84.9%)。 両株に同程度の反応を示すものは比較的抗体価の高い所に多くみられる。

b)c.F.T.:表 2の通 り。 1:40附近の抗体価を示すものが多い。又 L.canicolaに反応するものが
大部分 (87.2%)であるO両株に同程度の反応を示したものは比較的抗体価の低いところに多いのは

Sc MoR.と 比して興味深い。

c)SoM.R。 と c.F.T。 との関係 :表 3の通 り。
d)レ プトスピラ保有大における血清反応 :レ プトスピラを腎中に保有するものは 25例 (10。 8%)中

8例が両反応共両株に陽性限界以下の成績を示した外は大部分の例は Lo canicolaに 高度の反応を示

している。簡両株以外の株に高度に反応を示すものも数例認められた。
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③  結    び

以上の成績を総括して表示すると表 4の通 りである。

⑦ S.M.R.で は 1:100以上 を示したものは 146頭 (63%)で 、co F.T。 では 1:10以上のもの 125

頭 (54。 3%)であつた。筒両反応共 L.canic01aに反応を示すものが大部分である。
○ レプトスピラ保有犬は 25頭、(10。 3%)で 6に多い。
6)co F.T。 抗原 (マ ーゾニン添加のもの)は水宅に保存する時は約 4カ 月は充分使用し得る。

o Lecanic01a,LoicterOhaemorrhagiae以 外の株にも反応するものが認められたので今後は山本教

授の提唱する代表株を以つて血清反応を行う必要がある。            (大 塚 1吾 )

表 1 凝 集 反 応 成 績

抗体価
株 名

1: 100 .L: 300 1: 1,000 l: 3,000 1: |_0,000 >1: 10,000 言ヤ

カ コ ラ ■3 33 23 33 16 ■24

フ  イ  ノレ 17

同 程  度

計 19 44 25 34 17 146

註 同程度とは両株同程度の成績のもの

表 2 補 体 結 合 反 応 成 績

抗体価 1: 40 1: 320 _>_1: 640 計
名

カ ニ コ ラ

註 同程度とは両株共同程度の成績のもの

表 3 凝 集反 応 と補 体結 合反 応 との関 係

凝  集

ヽ

休
■:ユ_0 1: 20 l: 80 l: 160

17 ■4 24 20 15 15 ■09

フ  イ  ′レ 2 O 13

同  程  度 3

■25十

‘
21 19 28 21 17 15

補 結 : 10

未満

]_1 10 ■: 20 1: 40 1:80 ■: 160 1: 320 _1≧ l:640 計

1:100メさ満

■: 100 18

l: 300 12 9 10 4 2 44

1: 1,000

l: 3,000

l 25

34

1: 10,000 ■

〉■:ユ.0,000 ■ 8 18

計「 25 21 19 28 2■ 17 ■5 ■50
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総 数

性    別 3 133

年    令 4 5 8 4

32

「 レ」保有 数
|

ノ
Iヽ   識「
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′
Iヽ    言十

2 5  (10.3 アイ)

24 I u, l u 7 2 15 29
|

8

146  (63。 Oアグ)

補 結

小  計 125  (54.3 アイ)

レプ トスピラ 保 有 犬 の 病 理 所 見

犬  番  号 122 170 202 203 213 224 94 l15 134 166 121 153 2CO 204 207 222 167 175 215 226 228
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f註 ),oOは 割面膨隆の感を示すもの

30犬のレブトスピラ症における肝臓及び腎臓所見

犬のレプトスピラ症のうち無症状型自然例 170頭における肝及び腎の病理学的所見につ
いて報告す

る 。

肝は肉眼的には

'困

濁腫脹、萎縮、肉童冠肝を呈する例も認められたが著変のな
いものが大部分であり

組織学的には壊死巣、上皮様細胞等の集笈から成る結節、間質
への小円形細胞浸潤、間質結合織の増
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殖、毛細管充血及び拡大、内被細胞の腫大等を認めるものが比較的多いが必発所見と思われるものはな

い様である。腎においては間質炎の程度により5群に分ち得る。第 1群36例 一一高度の間質性腎 ::夕tを示

し問質結合織の著明な培殖があり特に顕著なものにおいては肉眼的に萎縮腎を示す。第 2群 10例―一問

質への淋巳様細胞浸潤は顕著で結合織の増殖は 中等度のもので、血清反応は高い抗体価を示す。第 3

群 36例一第 1及び 2群 より細胞浸潤も結合織培殖も軽度である。第 4群 28例一 以上の 3群 より更に

軽度で結合織培殖は認められない。第 5群 60例一 間質炎を認めないもので 絲毬体腎炎、軽微な細尿管

変性を示す程度で 一般的に変化を認めぬもの。次に レプトスピラ保有大 (21頭)の病理所見は肝では

結節、間質への細胞浸潤の認められるものが多 く、腎では間質性腎炎の 中等度 乃至変化の少い例が多

ぃ。 Levaditi染色では 2例が陰性であ り、肝に認められたものも2例あつた。 (5表参照)

(大塚 悟)

食 品 術 生

1・ 食品衛生検査成績

a.細 菌 検 査

牛乳 :検査 87件中飲用適と認めたもの 32件細菌数多数の為不適は55件であつた筒細菌数 多'数不適

のものは何れも大腸菌陽性であつた。

人乳 :30才 婦人右乳房を搾れば少量出血があるとの事に依 り細菌学的に

'L汁

を検査したるに黄色葡

萄状球菌の多数排出されるを認め何念の為め左乳汁も検せるに同様多数の葡萄球菌を検出した。然し患

者は乳房の疼痛其の他の自党症は未だかつてなかつたと。

罐詰 :検数鰯罐詰 2件何れも有芽胞菌及び硫化水素、アンモニアを検出した。

清涼飲料水 :検数43件中細菌の混入を認めたもの 6件であつた。

食中毒 :検数 5件中検査の結果病原菌を認めたもの 1件であつた。

b.化 学 試 験

昭和 28年に於る総件数は 100件でその内訳に就いては別表の通 りである。うち衛生適否を目的とす

る試験は73件で 35件が不適である。不適の理由として略諭すれば次の如 くである。

(1)飴及びその製品に就て

食品衛生試験法によリホルムアルデヒドを検出したので不適とした。

勉り 食用色素に就て
法定外色素としてオーラミン、オレンデⅡ、ローダミン B、 ナフタリングリンを検出したので不適

とした。

{3)人工甘味剤に就て

食品衛生試験法によリオル ト・ トルエンスルフアミド其他を検出したので不適とした。

件)餅 とり粉に就て
炭酸カルシウムの多量を検出したので不適とした。

以上の如 くであるが、筒中毒物試験に就ては化学的試験の結果が制明したものは皆無であつたので之
を件数にあげなかつた。                        (中 村俊夫、太田寿)

2。 水質検査成績

a。 細 菌 試 験

水の細菌学的検査成績

市内栓及で簡易水道の検査件数 329件 中適 261件 (79%)大腸菌陽性不適 59件 (18%)細菌数多数´
不適 9件 (3%)であつた。

F
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井水の検査件数 123件 中適 35件 (33%)大腸菌陽性不適 77件 (61%)細菌数多数不適 1件 (3%)
であつたo                             (住 江 直、中西泰生)

b.化 学 試 験
飲料水として検査を行つたものは 265件で内飲料適と牛1定されるもの124件、不適 141件である。

飲料水以外のものは 38件で内訳は別表の通 りである。飲料水として検出を行つたものの中で亜鉛引

鉄管中の亜鉛が多量に溶出したものがあつた。筒本年より吾々は硬度の測定についてはE.T.A法を併
用 しているが成績は良い様である。         (中 村俊夫、秋山高、守田和子、脇元作郎)

3。 添加物製品検査

昭和 28年の製品検査申請数量は前年と大差なく、3,704件で、その中甘味料は 3,694件、膨脹剤 2件

着色料 8件で膨脹剤及着色料は著しく減少したが、甘味料の方は増加の傾向にある。

県下の甘味工場は 33ケ所であ り、前年に比すれば 工場数は減少しているが、現在 経営中の工場は一

部の零細業者を除けば、大牛は基礎も安定 し、従つて製品も漸次良好になつている。

混合甘味料としては、サツカリン及ズルチンに賦形剤を加えたものが殆どであ り、膨脹剤は重曹単味

の製品であつた。

本年はこの製品検査の不合格になつたものが、甘味料は 4件、着色料 1件の計 5件を生じた。この何

れも原料購入の際の手落の点が認められる。甘味料の場合は原料精製の不充分な事に原因があり、着色

料は法定外の有害色素が混入していた。           (中 村俊夫、中村幸男、守田和子)

G.環 境 衛 生

1.細 菌 試 験

(a)浄化槽放流水中の細菌学的検査
厚生省指令に依 り市内 51ケ所の浄化槽放流中の細菌学的試験を施行したところ平均一般生菌数 l CeC・

中に 249000,000大 腸菌群のM.P.N.は 29,000,000な る甚だしく細菌に汚染されていた。

(b)室内室中落下細菌数の検査

依頼に依 り電報局各室内の室中落下細菌数を直径 9Cmの シヤーレーに普通寒天を注ぎ5分間開放し

て検査したが平均 1シ ヤーレーに 14個の集落を認め室中の細菌の汚染は概ね良好と思われた。

2.理 化 学 試 験

昭和 28年 1月 ～ 12月 間の環境衛生業務としては別表の通 りである。

興行場の調査は各季に暖房を行 う興行場が近時多 くなつたので興行場の暖房による:環境条件の実態を

調査する目的で実施 したものである。調査の結果概して良好であつたが場内の温度と湿度の均衡を失し

ているものが一部に見 られた。温度を高めるだけが暖房ではない事を充分指導する必要があるのではな

いか。

水槽便所の調査は一部厚生省の指示で 衛生部当局より依頼されて実施 したものである。最近
オムス

式、フルタ式等従来の型式構造を改造したものが二、三県内に設置されているが使用人員や維持管理等

と関連 して浄化機能に研究の余地があると思われる。一例では全 く浄化されていない状態で排出され
て

いるものを経験した。

騒音に関しては本年 KoYo S式 指示騒音計を購入したので 之の方面の業務も今後は増加するものと

思 う 。                                (中 村俊夫、秋山高)
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3。 浄化槽の放流水殺菌に関する研究  t
幅岡市内 24ケ所に於ける水槽便所の放流水中の細菌学的検査を行つたところ平均一般生菌数は l CeC。

中24,000,000大 腸菌群のM.Po Neは 29,000,000な る甚だしく細菌に汚染されていた。

斯の様に細菌に汚染された放流水が市内の中央を流れる那珂河に注ぐ事は此の河が盛夏には子供達の

まき滋泳場ともなる為め甚だ危険にして公衆衛生上見逃せられない重要な問題である。

既に放流水の殺菌には従来から洒粉が使用され且最近次亜塩素酸曹達の使用の傾向も有るが私は寡聞

.に して末だ放流水に対しての使用塩素量及び殺菌時間等の問題について具体的な報告を知らない。

依つて私は放流水の殺菌に塩素剤の使用にも拘らす其の効果の認められないのは其の添加濃度及び完

全殺菌に要する作用時間に関する詳細な指示がない所以と考え実験に着手した。

実験の結果を要約すると5分間隔20分に於ける次亜塩素酸曹達の殺菌効力試験を検するに20p.p.m

の 10分では何れも大腸菌が認められるが 20 pop.m以上 15分より大腸菌は極度に減少し30 pep.m以上

の 20分以後では大腸菌は完全に死滅する。

次亜塩素酸曹達晒粉各稀釈液及び放流水中に添加せる稀釈液の経過時間に件う有効塩素消費量を検す

るに次亜塩素酸曹連は96時間目に 0。 7p.p.m沿失した晒粉は (〕 時間、90時間、144時間目に夫々稀釈

時より3.5 pep.m、 7。 lp.p.m、 0。 6p.pe mを沿失した。

放流水中に於ては次亜塩素酸曹達は3.5時間目に 3。 72p.p.m、 晒粉は 1時間に 3。 5 pep.mを 沿失し

た、自ilち 6時間迄に於そは両者の有効塩素の沿費量は時間的すれはあつても殆んど同程度であつた。

次に有効塩素量を降げて 30分間隔 2時間迄に於ける塩素剤め殺菌効力試験に於いては大腸菌は完全

に死滅される。

市内百貨店及び銀行其の他数ケ所の放流水の治毒状況は何れも市販の晒粉を5日 乃至 10日 間保存じ

得る水槽内に適当に投入しそれを滴下し殺菌に供していた。

此の保存晒粉液の有効塩素量を検するに何れも10p.p.m以下であつた。此の濃度の滴下では瀦溜水

に於いて更に稀釈され叉有効塩素の沿失等を考慮すれば相当量滴下すれども殺菌効果は表われないもの

と思われる、且稀釈液の長時日の保存は塩素の自然沿失により滴下液自体が水同然となる恐れがある依

つて塩素剤を投入すれば殺菌し得たものと徒に安心するのは却つて危険を招く恐れがある。 (本論文の

要旨は昭和 %年 9月 第 8回 日本公衆衛生学会にて発表したぎ)          (中 西恭生)

4。 温泉中分析試験

本年中に行つた温泉中分析法による分析件数は 4件であり、昨年発表しながつたものを加えると5件

である。分析成績の内容は次の通 りそあるが、ラドン含有量については、規定以上含有していると思わ

れるものもあるが、測定器具不備のため、雀略発表せぎるを得なかつたのは遺憾であり、一応何れも単

純温泉と牛II定 した。之等ラドン合有量については、いづれ後日測定の上、追加発表するつもりである。

第 2 号       依 頼 者       八女郡大淵村大字北大淵字湯4631
渓 仙 荘  堀  月1 久  助 ‐

1・ 温  鉱  泉   ]_種
定 量 分 析

(1)現 地試験成績

源 泉 温 度  (摂氏 23°)気 温 7.5° c
性    状 無 色 澄 明: 殆んど無味=      
水素イオン濃度  (p.H)9,1 (比 色法)
湧  I―L  量  (毎分 647立 )

｀`   ② 試験室試験成績                 ・     .卜 .

t    , 水素イオン濃度  (p.H)9.1                              ・
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蒸 発 残 留 物

比    重

Catio■

力 :' ウ ^:
ナ ト リ ウ ム

カ ル ン ウ ム

マグネ ンウム

第  一  鉄
アル ミニ ウム

計

Anlon

(鉱水 l Kg中 )73 mg
(20° に於て測定 4つ に於ける標準状態に換算以下同じ)1.0∞0

本水 l Kg中に含有する各成分及びその分量

rnillival

(K・ )

(Na。 )

(Ca“ )

(Mg")

(Fe¨ )

(Al… )

Ing

O.5o5

15.52

6.5CO

O。 262

0.315

0.238

23.46

0.O14

C.674

0。 327

0。 021

0.Oll

O。 026

1.073

millival フイ

■。305

62.81

30.48

1.957

1.025

2。 423

100。 0

ル

酸

酸

酸

酸

　ヽ

　

焚

一

　

　

　

　

リ

ロ
　
　
　
　
計

ロ

　

ド

ク

硫

ヒ

炭

水

計

酸

計

計

珪タ

通

メ

合

総

(Cl′ )

(S04″ )

(HC03′ )

(C03″ )

(OH′ )

(H2Si03)

3.907

5。 688

48◆ 74

■。248

0.088

59。 671

83.131

28.64

111.771

111.771

0.110

0.l18

0.799

0.041

0。 005

'  1.073'

10.24

10.99    '

74.43

3。 86

0。 48

100。 0

r、
)

第 3号    依 頼 者     福岡市下新川端町 18

株式会社福岡銀行 取締役頭取  永  江  真  郷|

1.温  鉱 l 泉  (朝倉郡杷木町志波区原鶴 14の 8湧出)  1 種

定 ・量 分 析
(1)現地試験成 績

源 泉 温 度

性    状
水素イオン濃度

揚  水  量
② 試験室試験成績
水素イオン濃度

蒸 発 残 留 物

比    重

(p.H)7.4

(鉱水 l Kg中 )576 mg

(0.9988)                             
 ` )

本鉱水 l Kg中に含有する各成分及びそ,分量

■lg            lnilliVal,}

(K° )_    5.365        0:137〕 )

(Na').    184.1          8。 006:ノ

(Ca")     18.28  
・ .    0.912

(Mg・
0)         5。 381              0。 443

(Fe")       0.595         :10t0211:

(Al… )    O。 344       0。 038

214。 065 :   1         9。 556

--39-一

・
CatiOn

力 ・リ ウ ム

ナ ト リ ウ ム

カ ル ン ウ ム

マグネ ン ウム

第  一  鉄
アル ミニ ウム

書十

milliV「 1%
1.434

83.77

9,344

4・ 636

0.219

0.397

100.01 .

(摂氏 38° )気 温 7。 8° C

無 色 澄 明、 殆んど無味

(p.H)7。 4 (比色法 )
(毎分 7228立 )

10.366 ミ リモヽル



AniOn

ク ロ ー ル

ヒ ド ロ 炭 酸

計

(Cl′ )

(HC03′ )

(H2Si03)

(C02)

l16.7

382。 2

498。 9

712。 965

60。 06

773.025

13.29

786.315

3.291

6.265

9.556

0,769 ミ リIlル

millival

O。 5518

3.764

0。 0929

0。 0144

0.0201

0。 0413

4.4845

2.176

0.3612

1。 598

0.2394

0。 03

0.0799

4。 4845

日鉄二瀬鉱業株式会社

1種

minival%

12.30

83。 94

2.07

0。 32

0。 45

0。 92

100。 0

48.52

8。 05

35.64

5。 34

0.67

1。 78

100。 0

34.439

65.561

100。 0

計

酸

計

酸

計

他

珪
　
　
炭

の

夕
　
　
離

通

メ

合

遊

総

其

第 4号 依

1.温  鉱  泉

(1)現 地試験成 績

源 泉 温 度

性     状
水素イオン濃度

湧  出  量

② 試験室試験成績
水素イオン濃度

蒸 発 残 留 物

比    重

硫化水素、 メタ硼酸、 痕 跡

頼 者        嘉穂郡穂波村大字枝国

(嘉穂郡穂波村秋松下江野 919海面下 238米湧出)

(摂氏 42.4° C)気 温 29.6° C

無 色 澄 明、 殆んど無味
(p.H)9.9 (比 色法 )
毎分 424。 5立

(p・ H) 9・ 9

(鉱水 ■Kg中 )300。 4 mg

O.9984

本水 l kg中 に含有する成分及びその分量

CatiOn

カ リ ウ ム

ナ ト リ ウ ム

カ ル ジ ウ ム

マグネ ジ ウム

第  一  鉄
アル ミニウム

言十

(K・ )

(NaO)

(Ca・
・
)

(lυ
壼tζ・
°
)

(Fe¨ )

(Al… )

(Cl′ )

(504″ )

(HC03′ )

(C03″ )

(OH′ )

(B02′ )

mg

21。 57

86。 56

].861

0。 1751

0。 5604

0。 3710

111。 0975

AniOn

ク ロ `―.ノン

硫     酸
ヒ ド ロ 炭 酸

炭     酸
水     酸
メ タ 硼 酸

言ヤ

計

酸

計

計

珪タ

通

メ

合

総

77。 17

17。 35

97.5

7.183

0.5102

3.5

203.213

31_4。 3105

56.25

370.5605

370。 5605

(H2S103)
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′
第 5号 依 頼 者       筑紫郡二日市町大字武蔵 528

天拝荘ホテル

(筑紫郡二日市町大字武蔵 528湧出)

析

(摂氏 46.2° C)気 温 27.8° C
無 色 澄 明、殆んど無味、微に硫化水素臭

(p.H)8.9 (ア ンチモン 電極 Po Hメ ーター)
(毎分 48.6立 )

(po H)8。 9)

(鉱水 ■kg中)684 mg
(0。 9991)

本水 l kg中に含有する各成分及びその分量

鉱  泉
定 量 分

(1)現 地試験 成 績

源 泉 温 度

性     状
水素イオン濃度

揚  水  量

② 試験室試験成績

水素イオン濃度

蒸 発 残 留 物

比    重

CatiOn

カ リ ウ ム
ナ ト リ ウ ム

カ ル ン ウ ム

マグネ ジ ウム

第  一  鉄
アル ミニ ウム

計

Anion

メ タ 亜 比 酸

水    硫
言十

(K・ )

(Na・ )

(Ca")

(Mg")

(Fe")

(Al… )

(Cl′ )

(304〃 )

(C03〃 )

(HC03′ )

(OH′ )

(B02′ )

(AS02′ )

(HS′ )

nlg

5。 717

281.9

12。 3

0.5684

0.3500

0。 06

300。 8954

314・ 6

24.55

37.45

93.67

6.89

21。 49

0。 1817

0.3472

499.1789

800.0743

57.89

857。 9643

857.9643

millival

O。 1462

■2.26

0。 6139

0。 0467

0。 0]_25

0。 0067

13.086

8。 873

0。 5■■1

1.248

■.535

0.405

0。 5018

0。 0017

0。 0■04

■3.086

milHVal%

l.12

93.68

4.69

0。 36

0.10

0,05

100。 0

67。 8■

3.91

9.54

11.73

3。 09

3.83

0。 01

0。 08

■00.0

ル

酸

酸

酸

酸

酸

・　
　
　
　
炭
　
　
硼

ロ

ロ

　

　

ド

　

タ

ク

硫

炭

ヒ

水

メ

計

酸

計

計

珪タ

通

メ

合

総

(H2Si03)

(中村俊夫、秋山 高)

H。 医薬品検査成績

収去によつて試験を行つたものは、マーキユロ液 21件、ヨードチンキ5件、稀ヨードチント18件、

公定書外のヨードチンキ 3件、リングル液 4件、クレゾール石鹸液 3件、覚せい剤、塩化ナトリウム、

塩化ヵリウムb塩化カルシウム、腕脂綿、注射用蒸溜水、ロートエキス散、各 1件、駆虫薬 3件.計 64

件である。之の中不適のものはマーキユロ液 10件、ヨードチンキ4、 稀ヨードチンキ 15件、公定書外
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ヨードチンキ 3件、クレゾール石鹸液 1件、駆虫薬 2件、ロートエキス散 1件、リングル灌i4件ギi、塩化

ナトリウム1件、塩化カルシウム 1件 .塩化カリウム 1件、計 44件である。依頼によつて試験を行つた

ものは、サントニン散 1件、オーヤラツクス1件、石膏 1件、ラバラツク11件、炭酸カルシウみ 1件、
パス1件、臭化ナトリウム 1件、APC錠 1件、計 8件である。       (中 村俊夫、森彬)

「    !li

Ve製   造

診断用ツベルクリン稀釈液の製造

診断用ツベルクリン稀釈液の製造は、その後も事業を継続 しているが、昭和 28年 以降の国家検定提

出量、及びその成績は第 1表の通 りである。             (坂 本さつき、武原雄干)

第 表

国家検定提出
ロツト数

量数
↓
出
＜ｃ

提
判  定 判

年 月

定

日

ロツ ト 65.000

120。 000

80。 000

格

　

中

〃

出

〈口
　
　
　
　
担
人

昭和 28年 2月 23日

昭和 28年 9月 26日

VI。 講   習

1◆ 補助衛生監醜員講習会

昭和 28年 3月 24日 、筑紫郡三日市町筑紫保健所に於いて県下各保健所の補助衛生監両員に対し、

当所職員による衛生監醜業務技術議省会を開催した。

2◆ 性病関係検査技術者講習会

昭和 28年 5月 25日 より6月 12日 に渉り、当所に於いて、県下各保健所及び性病診療所の検査室

職員に対し、梅毒血清反応及び淋菌検査技術について、講習会を開催した。    ,

3.水質検査講習会

昭和 28年 6月 7日 より同 10日 まで、当所に於いて、県下各保健所試験室職員に対し水質試験講脅

会を開催した。

4.保安隊衛生幹部講習会                 ・ ・｀ 4   ヽ

昭和28年 10月 12日 より10日間保安隊九州駐屯部除の依頼にゴリ1司隊衛生隊幹部に主として赤痢

菌検査技術について講習会を開催した。

Ⅶ.文 献

1)昭和 27年 分離赤痢菌とそのサルフア剤及びク.ロ ロマイセチン耐性について。 (会)坂本さつき。
高橋克自ど第 16回九大細菌学教室集談会。昭和 28年 2月

2)雨冨岡県下の大に於ける「 レプトスピラ」症の観察。 (会)小野蘇牧。大塚悟。第 16回 九大細菌学
数室集談会。昭和 28年 2月                              :'
3):本年流行「 インフル

エンザ」に関する三二の調査について。 (会)小野蘇牧ρ坂本さつきざ高橋1克
巳。山本嘉人。第16回 九大細菌学教室集談会。昭和28年 2月 6            fI｀

|・  ::↑
4)′ 而岡県の大に於け

―
るドレプトスピラ」症に就て。 (会)大塚悟。第35回 日本獣医学会総会ざ、曜森^｀

先年4月8    :                  11 1、 :{いil(ふ くi、 `下 :|キ
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5)レプトスピラの生物学的性状に関する研究 (I)。 (会)小野蘇牧。武原雄干。第 26回 日本細菌学

会総会。昭和 28年 5月 。

6)珪肺患者多発せる某工場の気塵検査について。 (会)秋山高。其の他。第 8回 日本産業医学会。昭
和 28年 5月 。

7)筑豊地方の豆宏製造工場周辺の室気汚濁。秋山高。其の他。科学。23.318.1953年
8)梅毒血清反応の雄婦血清に於ける非特異反応について。 (会)大塚 悟。第 8回公衆衛生学会。昭
禾日28:年 9月 。

9)浄化槽の放流水殺菌 に関する研究。 (会)中西恭生。第 8回 日本公衆衛生学会。昭和 28年 9月 。
10)県下一炭鉱に発生せる水系爆発赤痢流行に関する細菌学的調査。 (会)坂本さつき。高橋克巳。第

8回公衆衛生学会。昭和 29年 9月 。

11)昭和 28年 渾菖岡県下に流行した インフルエンザに関する研究。 (会)小野蘇牧。坂本さつき。高橋

克巳。山本嘉人。第 8回 日本公衆衛生学会。昭和 28年 9月。

12)北九州大水害に於ける飲料水の汚染について。 (会)中西恭生。秋山高。其の他。第 8回 日本公衆

街生学会。昭和 28年 9月 。

13)最近の鉤虫及び畑虫駆除薬について。 (会)山本嘉人。九大第二 内科開講記念講演会。昭和 28年

10月 。

14)昭和 28年初頭耐岡県下に流行せるインフルエンザに関する研究。 (会)小野蘇牧。坂本さつき。

高橋克巳。山本嘉人。第 6回 日本細菌学会九州地方会。昭和 28年 10月 。

15)モルガン菌 によると思われる集団食中毒について。 (会)坂本さつき。高橋克巳。第 17回 九大細

菌学教室集談会。昭和 28年 12月。
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